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所
信
表
明

令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
と
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区

歳
入

道
路
事
業

歳
出

脱
炭
素
先
行
地
域
の

取
組

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

　一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
1
1
3

億
3
5
8
5
万
５
千
円
で
、前
年
度
比

２
億
9
1
4
3
万
５
千
円（
2・6
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。収
支
不
足
分

は
財
政
調
整
基
金
８
億
2
3
4
8
万

５
千
円
を
取
り
崩
し
て
編
成
し
て
い

ま
す
。

　総
合
計
画
に
て
重
要
施
策
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

設
に
つ
い
て
は
、
再
度
の
公
募
に
向

け
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
と
連
携
を

図
り
、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
中
心

と
し
た
魅
力
あ
る
周
辺
環
境
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の
公

有
地
を
活
用
し
た
町
独
自
の
土
地
利

用
を
進
め
る
た
め
、
協
定
を
締
結
し

た
企
業
等
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
ず

は
Ｃ
街
区
の
与
那
古
浜
公
園
か
ら
着

手
し
、Ａ
街
区
、Ｂ
街
区
へ
と
段
階
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
環
境

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　「与
那
原
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」に
基

づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。国

が
進
め
る
「
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
」に
適
切
に
対
応
し
、全
国
共
通

の
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　上
与
那
原
前
の
井
線
、
伊
武
田
４

号
線
及
び
与
原
19
号
線
は
、
早
期
の

公
園

都
市
計
画

住
宅
政
策

下
水
道

　与
原
公
園
は
、町
道
の
付
替
え
工

事
や
遊
具
広
場
の
造
成
を
実
施
し
、

　上
与
那
原
地
区
の
市
街
化
調
整
区

域
で
は
、
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
市
街
地
の
拡
大
と
安
全
・
安
心

で
持
続
可
能
な
住
環
境
の
形
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
に
向
け
て
、

県
や
西
原
町
と
連
携
・
協
働
し
、
用

途
地
域
や
地
区
計
画
の
変
更
手
続
き

に
取
り
組
み
、事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　既
成
市
街
地
の
土
地
の
有
効
活
用

の
可
能
性
を
調
査
し
、
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
エ
リ
ア
と
連
動
し
た
新
た
な
賑
わ

い
の
創
出
を
目
指
し
、
町
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
商
業
地
域
内
で
の
市

街
地
再
開
発
を
進
め
ま
す
。

　令
和
８
年
度
の
汚
水
事
業
は
板
良

敷
地
区
と
当
添
地
区
、
雨
水
事
業
は

上
与
那
原
地
区
を
重
点
的
に
整
備

し
、
整
備
率
の
向
上
と
既
存
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
未
接
続
世
帯
へ
の
普
及

活
動
や
接
続
工
事
へ
の
補
助
を
積
極

的
に
行
い
、
接
続
率
を
向
上
さ
せ
、

安
定
し
た
下
水
道
事
業
の
継
続
に
努

め
ま
す
。

水
道

　令
和
８
年
度
は
、
遠
方
監
視
シ
ス

テ
ム
の
更
新
や
浜
田
地
区
で
の
配
水

管
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
安

全
で
安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
向

け
、
水
道
施
設
の
改
良
や
老
朽
管
の

更
新
、
漏
水
対
策
の
強
化
お
よ
び
水

道
料
金
の
適
正
化
に
努
め
、
健
全
な

経
営
基
盤
の
も
と
、
信
頼
性
の
高
い

水
道
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進

　「与
那
原
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。
国

が
進
め
る
「
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
」
に
適
切
に
対
応
し
、
全
国
共

通
の
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　歳
出
で
は
、脱
炭
素
関
連
事
業
と
し

て
９
億
9
6
1
0
万
６
千
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、国
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、「
つ
な
ひ
き
か
ち
ゃ

ん
商
品
券
」関
連
事
業
と
し
て
１
億

6
4
1
2
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、県
補
助
金
を
活
用
し
た
中
学

生
給
食
費
の
半
額
補
助
に
加
え
、同
交

付
金
で
残
り
の
半
額
を
補
助
す
る
こ

　地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
、

地
域
で
使
う
こ
と
は
、温
暖
化
対
策
の

み
な
ら
ず
、防
災
、地
域
経
済
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
す
。令
和
８
年
度
は
、

環
境
省
の「
脱
炭
素
先
行
地
域
」の
事

業
開
始
か
ら
４
年
目
と
な
り
、計
画
期

間
も
残
り
２
年
と
な
り
ま
す
。事
業
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、町
民
の
皆
さ

ま
の
協
力
を
得
な
が
ら
、国
や
県
、企

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携

し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

よ
る
地
域
脱
炭
素
と
、地
域
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

　歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
を
前
年

度
比
5
7
3
5
万
円
増
の
22
億
8

2
1
0
万
7
千
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　町
税
は
前
年
度
比
4
3
7
2
万
5

千
円
の
増
で
、
内
訳
は
個
人
町
民

税
が
2
3
5
9
万
8
千
円
の
増
、法

人
町
民
税
が
91
万
6
千
円
の
増
、
固

定
資
産
税
が
2
0
4
1
万
円
の
増
、

軽
自
動
車
税
が
89
万
9
千
円
の
増
、

町
た
ば
こ
税
が
2
0
9
万
8
千
円
の

減
で
す
。
全
体
で
は
20
億
1
2
6
1

万
9
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　本
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
5

次
与
那
原
町
総
合
計
画
の
後
期
計
画

を
推
進
す
る
た
め
、基
本
計
画
に
定

め
た
６
つ
の
基
本
目
標
と
、重
要
施
策

と
し
て
位
置
付
け
た
、脱
炭
素
先
行

地
域
づ
く
り
事
業
な
ど
の
各
種
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

　各
種
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
く
一

括
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、町
の
発

展
と
沖
縄
の
振
興
に
資
す
る
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

　交
通
政
策
は
、与
那
原
町
総
合
交

　物
価
高
騰
の
影
響
は
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
町
税
に

つ
い
て
は
、
公
平
・
公
正
の
大
原
則

に
則
り
自
主
財
源
の
安
定
確
保
に
向

け
て
適
正
課
税
、
納
付
率
の
維
持
・

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

W
e
b
口
座
振
替
受
付
や
コ
ン
ビ
ニ

納
付
に
加
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
、ｅ
L
T
A
X
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
電
子
申
告
を
推
進
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま

す
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

　照屋勉与那原町長は、3
月定例議会の席上で令和
8年度の町長所信表明演
説を行いました。ここでは
その要旨を掲載します。

と
で
、給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
実

施
し
、子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
強
化

し
ま
す
。

　一
方
、令
和
８
年
度
も
、児
童
福
祉

費
や
社
会
福
祉
費
等
の
増
加
に
伴
う

扶
助
費
の
伸
び
に
加
え
、人
件
費
や

物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
が
見
込

ま
れ
、基
金
の
取
り
崩
し
を
伴
う
厳
し

い
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沖縄県MICE推進課提供写真

　町
営
住
宅
の
管
理
運
営
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
自
治
会
と
施
設
管

理
の
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
良
い

住
環
境
の
提
供
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

町
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち
入
居
募

集
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
低
所

得
者
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

住
宅
困
窮
者
を
優
先
し
、
募
集
を

行
い
ま
す
。

早
期
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。ま

た
、町
内
公
園
の
古
く
な
っ
た
遊
具

を
更
新
し
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
の
確
保
に
努
め
、公
園
利
用
者
の

利
便
性・快
適
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、与
那
古
浜
公
園
お
よ
び
上

の
森
公
園
で
は
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‐Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　既
成
市
街
地
の
土
地
の
有
効
活
用

の
可
能
性
を
調
査
し
、マ
リ
ン
タ
ウ

ン
エ
リ
ア
と
連
動
し
た
新
た
な
賑
わ

い
の
創
出
を
目
指
し
、町
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
商
業
地
域
内
で
の
市

街
地
再
開
発
を
進
め
ま
す
。

通
基
本
計
画
で
定
め
た
基
本
理
念
の

も
と
、円
滑
な
交
通
体
系
を
構
築
し
て

い
く
た
め
、新
た
に
策
定
し
た「
与
那

原
町
地
域
総
合
交
通
戦
略（
後
期
戦

略
）」で
位
置
付
け
た
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

供
用
開
始
に
向
け
事
業
を
進
め
ま

す
。　大

見
武
３
号
線
と
上
与
那
原
１
号

線
は
、
大
雨
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
冠
水
対
策
と
し
て
排
水
溝

を
整
備
し
ま
す
。

　東
浜
地
区
か
ら
港
区
を
経
由
し
南

城
市
へ
つ
な
が
る
県
道
糸
満
与
那
原

線
バ
イ
パ
ス
は
、
お
お
む
ね
の
ル
ー

ト
案
が
決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
整
備
を

さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
道

３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス
の
４
車

線
で
の
早
期
開
通
と
、
国
道
３
２
９

号
と
の
立
体
交
差
点
化
を
進
め
ま

す
。

令和8年度 所信表明

要 旨
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所
信
表
明

令
和
８
年
度

一
般
会
計
予
算

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
と
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区

歳
入

道
路
事
業

歳
出

脱
炭
素
先
行
地
域
の

取
組

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

　一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
1
1
3

億
3
5
8
5
万
５
千
円
で
、前
年
度
比

２
億
9
1
4
3
万
５
千
円（
2・6
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。収
支
不
足
分

は
財
政
調
整
基
金
８
億
2
3
4
8
万

５
千
円
を
取
り
崩
し
て
編
成
し
て
い

ま
す
。

　総
合
計
画
に
て
重
要
施
策
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

設
に
つ
い
て
は
、
再
度
の
公
募
に
向

け
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
と
連
携
を

図
り
、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
中
心

と
し
た
魅
力
あ
る
周
辺
環
境
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
の
公

有
地
を
活
用
し
た
町
独
自
の
土
地
利

用
を
進
め
る
た
め
、
協
定
を
締
結
し

た
企
業
等
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

事
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
ず

は
Ｃ
街
区
の
与
那
古
浜
公
園
か
ら
着

手
し
、Ａ
街
区
、Ｂ
街
区
へ
と
段
階
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

生
活
環
境

窓
口
サ
ー
ビ
ス

　「与
那
原
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」に
基

づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。国

が
進
め
る
「
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
」に
適
切
に
対
応
し
、全
国
共
通

の
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　上
与
那
原
前
の
井
線
、
伊
武
田
４

号
線
及
び
与
原
19
号
線
は
、
早
期
の

公
園

都
市
計
画

住
宅
政
策

下
水
道

　与
原
公
園
は
、町
道
の
付
替
え
工

事
や
遊
具
広
場
の
造
成
を
実
施
し
、

　上
与
那
原
地
区
の
市
街
化
調
整
区

域
で
は
、
地
権
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
市
街
地
の
拡
大
と
安
全
・
安
心

で
持
続
可
能
な
住
環
境
の
形
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
に
向
け
て
、

県
や
西
原
町
と
連
携
・
協
働
し
、
用

途
地
域
や
地
区
計
画
の
変
更
手
続
き

に
取
り
組
み
、事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　既
成
市
街
地
の
土
地
の
有
効
活
用

の
可
能
性
を
調
査
し
、
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
エ
リ
ア
と
連
動
し
た
新
た
な
賑
わ

い
の
創
出
を
目
指
し
、
町
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
商
業
地
域
内
で
の
市

街
地
再
開
発
を
進
め
ま
す
。

　令
和
８
年
度
の
汚
水
事
業
は
板
良

敷
地
区
と
当
添
地
区
、
雨
水
事
業
は

上
与
那
原
地
区
を
重
点
的
に
整
備

し
、
整
備
率
の
向
上
と
既
存
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
未
接
続
世
帯
へ
の
普
及

活
動
や
接
続
工
事
へ
の
補
助
を
積
極

的
に
行
い
、
接
続
率
を
向
上
さ
せ
、

安
定
し
た
下
水
道
事
業
の
継
続
に
努

め
ま
す
。

水
道

　令
和
８
年
度
は
、
遠
方
監
視
シ
ス

テ
ム
の
更
新
や
浜
田
地
区
で
の
配
水

管
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
安

全
で
安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
向

け
、
水
道
施
設
の
改
良
や
老
朽
管
の

更
新
、
漏
水
対
策
の
強
化
お
よ
び
水

道
料
金
の
適
正
化
に
努
め
、
健
全
な

経
営
基
盤
の
も
と
、
信
頼
性
の
高
い

水
道
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進

　「与
那
原
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
業
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。
国

が
進
め
る
「
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
」
に
適
切
に
対
応
し
、
全
国
共

通
の
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　歳
出
で
は
、脱
炭
素
関
連
事
業
と
し

て
９
億
9
6
1
0
万
６
千
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、国
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、「
つ
な
ひ
き
か
ち
ゃ

ん
商
品
券
」関
連
事
業
と
し
て
１
億

6
4
1
2
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、県
補
助
金
を
活
用
し
た
中
学

生
給
食
費
の
半
額
補
助
に
加
え
、同
交

付
金
で
残
り
の
半
額
を
補
助
す
る
こ

　地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
、

地
域
で
使
う
こ
と
は
、温
暖
化
対
策
の

み
な
ら
ず
、防
災
、地
域
経
済
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
す
。令
和
８
年
度
は
、

環
境
省
の「
脱
炭
素
先
行
地
域
」の
事

業
開
始
か
ら
４
年
目
と
な
り
、計
画
期

間
も
残
り
２
年
と
な
り
ま
す
。事
業
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、町
民
の
皆
さ

ま
の
協
力
を
得
な
が
ら
、国
や
県
、企

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携

し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

よ
る
地
域
脱
炭
素
と
、地
域
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

　歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
を
前
年

度
比
5
7
3
5
万
円
増
の
22
億
8

2
1
0
万
7
千
円
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　町
税
は
前
年
度
比
4
3
7
2
万
5

千
円
の
増
で
、
内
訳
は
個
人
町
民

税
が
2
3
5
9
万
8
千
円
の
増
、法

人
町
民
税
が
91
万
6
千
円
の
増
、
固

定
資
産
税
が
2
0
4
1
万
円
の
増
、

軽
自
動
車
税
が
89
万
9
千
円
の
増
、

町
た
ば
こ
税
が
2
0
9
万
8
千
円
の

減
で
す
。
全
体
で
は
20
億
1
2
6
1

万
9
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　本
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
5

次
与
那
原
町
総
合
計
画
の
後
期
計
画

を
推
進
す
る
た
め
、基
本
計
画
に
定

め
た
６
つ
の
基
本
目
標
と
、重
要
施
策

と
し
て
位
置
付
け
た
、脱
炭
素
先
行

地
域
づ
く
り
事
業
な
ど
の
各
種
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

　各
種
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
く
一

括
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、町
の
発

展
と
沖
縄
の
振
興
に
資
す
る
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

　交
通
政
策
は
、与
那
原
町
総
合
交

　物
価
高
騰
の
影
響
は
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
町
税
に

つ
い
て
は
、
公
平
・
公
正
の
大
原
則

に
則
り
自
主
財
源
の
安
定
確
保
に
向

け
て
適
正
課
税
、
納
付
率
の
維
持
・

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

W
e
b
口
座
振
替
受
付
や
コ
ン
ビ
ニ

納
付
に
加
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
、ｅ
L
T
A
X
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
電
子
申
告
を
推
進
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま

す
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

　照屋勉与那原町長は、3
月定例議会の席上で令和
8年度の町長所信表明演
説を行いました。ここでは
その要旨を掲載します。

と
で
、給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
実

施
し
、子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
強
化

し
ま
す
。

　一
方
、令
和
８
年
度
も
、児
童
福
祉

費
や
社
会
福
祉
費
等
の
増
加
に
伴
う

扶
助
費
の
伸
び
に
加
え
、人
件
費
や

物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
が
見
込

ま
れ
、基
金
の
取
り
崩
し
を
伴
う
厳
し

い
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沖縄県MICE推進課提供写真

　町
営
住
宅
の
管
理
運
営
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
自
治
会
と
施
設
管

理
の
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
良
い

住
環
境
の
提
供
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

町
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち
入
居
募

集
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
低
所

得
者
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

住
宅
困
窮
者
を
優
先
し
、
募
集
を

行
い
ま
す
。

早
期
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。ま

た
、町
内
公
園
の
古
く
な
っ
た
遊
具

を
更
新
し
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
の
確
保
に
努
め
、公
園
利
用
者
の

利
便
性・快
適
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、与
那
古
浜
公
園
お
よ
び
上

の
森
公
園
で
は
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‐Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　既
成
市
街
地
の
土
地
の
有
効
活
用

の
可
能
性
を
調
査
し
、マ
リ
ン
タ
ウ

ン
エ
リ
ア
と
連
動
し
た
新
た
な
賑
わ

い
の
創
出
を
目
指
し
、町
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
商
業
地
域
内
で
の
市

街
地
再
開
発
を
進
め
ま
す
。

通
基
本
計
画
で
定
め
た
基
本
理
念
の

も
と
、円
滑
な
交
通
体
系
を
構
築
し
て

い
く
た
め
、新
た
に
策
定
し
た「
与
那

原
町
地
域
総
合
交
通
戦
略（
後
期
戦

略
）」で
位
置
付
け
た
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

供
用
開
始
に
向
け
事
業
を
進
め
ま

す
。　大

見
武
３
号
線
と
上
与
那
原
１
号

線
は
、
大
雨
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
冠
水
対
策
と
し
て
排
水
溝

を
整
備
し
ま
す
。

　東
浜
地
区
か
ら
港
区
を
経
由
し
南

城
市
へ
つ
な
が
る
県
道
糸
満
与
那
原

線
バ
イ
パ
ス
は
、
お
お
む
ね
の
ル
ー

ト
案
が
決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
整
備
を

さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
道

３
２
９
号
与
那
原
バ
イ
パ
ス
の
４
車

線
で
の
早
期
開
通
と
、
国
道
３
２
９

号
と
の
立
体
交
差
点
化
を
進
め
ま

す
。

令和8年度 所信表明

要 旨
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産
業

地
域
福
祉

暮
ら
し

子
育
て

国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療

農
業

商
工
業

　与
那
原
町
地
域
計
画
に
基
づ
き
、

町
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
、

農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の
農
業

関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
中

心
と
な
る
農
業
従
事
者
に
農
地
の

集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
次

世
代
を
担
う
認
定
新
規
就
農
者
や

地
域
の
農
業
者
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
す
。高
齢
者
施
策
で
は
、

新
た
な
介
護
予
防
事
業
へ
の
転
換

と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
を
強
化
し
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
認
知
症

の
早
期
発
見
の
取
り
組
み
を
継
続

し
、
初
期
段
階
か
ら
の
支
援
や
医

療
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
の
理
解
と
協
力
体
制

を
築
き
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
視

点
に
立
っ
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　障
が
い
者
施
策
で
は
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
相
談

支
援
の
充
実
と
地
域
と
の
連
携
を

進
め
、
必
要
に
応
じ
た
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
で
迅
速
な
決
定

に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る

　物
価
高
騰
や
不
安
定
な
社
会
情

勢
の
影
響
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
で
す
。こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

町
民
を
支
援
し
つ
つ
地
域
経
済
を

活
性
化
す
る
た
め
、「
2
0
2
6
与

那
原
町
つ
な
ひ
き
か
ち
ゃ
ん
商
品

券
」
を
発
行
し
、
家
計
へ
の
支
援

と
町
内
事
業
者
の
利
用
促
進
を
図

り
ま
す
。

　ま
た
、
町
と
商
工
会
、
関
係
支
援

機
関
が
連
携
し
、
事
業
承
継
の
相
談

窓
口
と
相
談
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
町
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
通

じ
て
地
域
課
題
の
解
決
を
図
り
ま

す
。

　「与
那
原
町
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
き
、
事
業
を
着
実
に
推
進
し
ま

す
。
観
光
施
設
や
教
育
施
設
、
町
内

の
史
跡
等
を
歩
い
て
巡
る
周
遊
観
光

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
度

に
刷
新
し
た
「
Y
O
N
A
B
A
R
U

N
A
V
I
」
を
活
用
し
、
町
内
店
舗

の
P
R
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
町
の

観
光
情
報
の
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

与
那
原
大
綱
曳
ま
つ
り
は
、
内
容
の

充
実
や
運
営
方
法
の
見
直
し
を
図

り
、
各
種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

町
民
に
元
気
と
活
力
が
み
な
ぎ
る
持

続
可
能
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
ま
す
。

　ま
た
、
特
産
品
の
開
発
や
現
在
あ

る
特
産
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

行
い
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を

充
実
さ
せ
、
さ
ら
な
る
寄
付
額
の
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　令
和
８
年
度
も
子
育
て
支
援
は
重

要
施
策
の
一
つ
と
位
置
付
け
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
４

月
よ
り
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
妊
産
婦
、
児
童
、
子
育
て
世

帯
へ
の
相
談
支
援
を
一
体
的
・
包
括

的
に
行
い
ま
す
。

　保
育
行
政
で
は
、
保
育
士
等
就
労

支
援
金
制
度
及
び
保
育
士
等
修
学
資

金
貸
付
事
業
を
実
施
し
、
保
育
士
不

足
に
よ
る
待
機
児
童
の
解
消
に
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。あ
わ
せ
て「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
町
立
保

育
所
で
実
施
し
、
未
就
学
児
の
成
長

促
進
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　ま
た
、
原
材
料
費
・
人
件
費
の
上

昇
に
伴
う
物
価
高
騰
に
よ
り
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

水
産
業

健
康
づ
く
り

危
険
薬
物
対
応

観
光

　水
産
業
の
継
続
的
な
発
展
の
た

め
、
国
や
県
、
西
原
町
と
連
携
し
、

漁
業
関
係
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
老
朽
化
や
組
合
員
の

増
加
、
船
の
大
型
化
に
よ
り
手
ぜ

ま
に
な
っ
た
漁
具
倉
庫
の
建
設
を

令
和
７
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し

て
、
令
和
８
年
度
も
水
産
業
強
化
支

援
事
業
を
活
用
し
整
備
を
行
い
、
漁

業
者
の
所
得
向
上
と
経
営
安
定
を
支

援
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
強
化
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
住
民
活
動

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
巡
回

型
町
内
バ
ス
実
証
実
験
は
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
運
用
を
進
め
る
と
と
も

に
、
今
後
の
方
向
性
、
本
格
運
用
も

検
討
し
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
交
付
金
、一
括
交
付
金
等
を
活
用

し
、
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援
策
と

し
て
、
特
に
ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済

的
負
担
が
大
き
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

学
童
利
用
料
の
負
担
軽
減
や
母
子
・

父
子
医
療
費
助
成
に
お
い
て
中
程
度

以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
18
歳
か
ら

20
歳
未
満
の
児
童
の
保
護
者
ま
で
の

対
象
拡
大
な
ど
を
実
施
し
、
ひ
と
り

親
家
庭
を
多
方
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

　子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
拠
点
型

1
カ
所
、
従
来
型
3
カ
所
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
員
を
配
置

し
、
生
活
困
窮
世
帯
の
把
握
に
努
め

ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
児
童

や
家
庭
に
寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人
権
を

侵
害
し
、
心
身
の
成
長
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
未
然
防
止

と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
図
る
と

と
も
に
、
虐
待
が
発
生
し
た
際
に
き

め
細
か
な
支
援
と
再
発
防
止
を
行
う

た
め
、
関
係
各
課
・
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
お
よ
び
重

症
化
予
防
に
継
続
し
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

　各
種
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
乳
幼

児
健
診
、
妊
産
婦
健
診
、
特
定
健
診
、

長
寿
健
診
、
一
般
健
診
を
し
っ
か
り

受
診
い
た
だ
き
、「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣

を
意
識
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。
胎
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で

の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視

点
に
立
っ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

　ま
た
、
糖
尿
病
性
腎
症
や
慢
性
腎

臓
病
な
ど
の
重
症
化
・
再
発
予
防
に

つ
い
て
も
、
対
象
者
を
抽
出
し
、
保

健
指
導
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。

防
災・減
災

　全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
し
、
多
く
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
起
こ
り

得
る
こ
と
を
想
定
し
、
各
区
の
自
主

防
災
組
織
の
連
携
強
化
に
努
め
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
地
震
・
津
波
防

災
避
難
訓
練
を
継
続
し
て
実
施
す
る

こ
と
で
町
全
体
の
防
災
意
識
の
向
上

と
地
域
防
災
力
の
強
化
に
努
め
ま

す
。　ま

た
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
広
範
囲
で
聞
き
取
り

や
す
い
高
性
能
型
へ
の
更
新
に
着
手

防
犯

　町
民
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、

被
害
に
遭
わ
な
い
、
安
心
・
安
全
に

生
活
で
き
る
町
の
治
安
維
持
の
た
め
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
防
犯
カ

メ
ラ
の
適
正
な
運
営
に
よ
り
犯
罪
を

未
然
に
防
ぎ
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
安
全

　飲
酒
絡
み
の
構
成
比
率
は
昨
年
ま

で
４
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
と
な
る

な
ど
、
県
内
の
交
通
情
勢
は
楽
観
で

き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
与
那
原
警
察
署
な
ど
と
連
携

し
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け

る
交
通
安
全
指
導
や
交
通
安
全
教
育

の
実
施
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
『
予
防
的

対
策
』
を
強
化
し
ま
す
。

　通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
、
各
行
政
区
か
ら
の
要
望
を
踏
ま

え
、
危
険
箇
所
の
安
全
対
策
工
事
に

取
り
組
み
ま
す
。 安
全
設
備
の
新
設
、

改
良
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
交
通
事
故
発
生
要
因
の
改

消
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

消
防

　東
部
消
防
組
合
は
、
消
防
活
動
車

両
２
台
の
導
入
と
消
防
団
へ
の
軽
消

防
自
動
車
１
台
の
寄
贈
に
よ
る
整
備

を
行
い
、
東
部
消
防
本
部
並
び
に
東

　若
年
層
へ
の
危
険
薬
物
浸
透
は
看
過

で
き
な
い
社
会
問
題
で
す
。
本
町
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
危

険
薬
物
か
ら
守
り
抜
く
た
め
、
与
那

原
警
察
署
や
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
密
に
連
携
し
、

実
効
性
の
あ
る
啓
発
活
動
を
強
化
し

ま
す
。
行
政
・
学
校
・
地
域
が
相
互

に
手
を
取
り
合
い
、
薬
物
を
寄
せ
付

け
な
い
安
全
な
環
境
づ
く
り
に
、
町

民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
令
和
８

年
度
も
保
険
税
率
の
見
直
し
を
行

い
、
保
険
税
の
適
正
賦
課
、
適
正
納

付
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費

分
析
を
進
め
、
医
療
費
適
正
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
物
価
高

騰
に
よ
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
国
保
加
入
者
18
歳
未
満
の
子
ど

も
に
係
る
均
等
割
相
当
額
を
給
付
し

ま
す
。

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
に
対
し
親
切
、
丁
寧
で

わ
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
ま
す
。

部
消
防
団
の
設
備
機
能
強
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
消
防
・
警
防
体

制
の
強
化
を
図
り
、
町
民
の
生
命
や

財
産
の
保
護
に
尽
力
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
完
了
後
は
、
町
内
全

域
へ
必
要
な
情
報
を
迅
速
に
発
信
で

き
る
体
制
が
整
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

飲
料
水
や
備
蓄
食
料
、
災
害
用
資
機

材
な
ど
防
災
備
蓄
品
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

令和8年度 所信表明
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産
業

地
域
福
祉

暮
ら
し

子
育
て

国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療

農
業

商
工
業

　与
那
原
町
地
域
計
画
に
基
づ
き
、

町
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
、

農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の
農
業

関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
中

心
と
な
る
農
業
従
事
者
に
農
地
の

集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
次

世
代
を
担
う
認
定
新
規
就
農
者
や

地
域
の
農
業
者
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
す
。高
齢
者
施
策
で
は
、

新
た
な
介
護
予
防
事
業
へ
の
転
換

と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
を
強
化
し
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
認
知
症

の
早
期
発
見
の
取
り
組
み
を
継
続

し
、
初
期
段
階
か
ら
の
支
援
や
医

療
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
の
理
解
と
協
力
体
制

を
築
き
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
視

点
に
立
っ
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　障
が
い
者
施
策
で
は
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
相
談

支
援
の
充
実
と
地
域
と
の
連
携
を

進
め
、
必
要
に
応
じ
た
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
で
迅
速
な
決
定

に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る

　物
価
高
騰
や
不
安
定
な
社
会
情

勢
の
影
響
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
で
す
。こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

町
民
を
支
援
し
つ
つ
地
域
経
済
を

活
性
化
す
る
た
め
、「
2
0
2
6
与

那
原
町
つ
な
ひ
き
か
ち
ゃ
ん
商
品

券
」
を
発
行
し
、
家
計
へ
の
支
援

と
町
内
事
業
者
の
利
用
促
進
を
図

り
ま
す
。

　ま
た
、
町
と
商
工
会
、
関
係
支
援

機
関
が
連
携
し
、
事
業
承
継
の
相
談

窓
口
と
相
談
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
町
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
通

じ
て
地
域
課
題
の
解
決
を
図
り
ま

す
。

　「与
那
原
町
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
き
、
事
業
を
着
実
に
推
進
し
ま

す
。
観
光
施
設
や
教
育
施
設
、
町
内

の
史
跡
等
を
歩
い
て
巡
る
周
遊
観
光

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
度

に
刷
新
し
た
「
Y
O
N
A
B
A
R
U

N
A
V
I
」
を
活
用
し
、
町
内
店
舗

の
P
R
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
町
の

観
光
情
報
の
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

与
那
原
大
綱
曳
ま
つ
り
は
、
内
容
の

充
実
や
運
営
方
法
の
見
直
し
を
図

り
、
各
種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

町
民
に
元
気
と
活
力
が
み
な
ぎ
る
持

続
可
能
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
ま
す
。

　ま
た
、
特
産
品
の
開
発
や
現
在
あ

る
特
産
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

行
い
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を

充
実
さ
せ
、
さ
ら
な
る
寄
付
額
の
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　令
和
８
年
度
も
子
育
て
支
援
は
重

要
施
策
の
一
つ
と
位
置
付
け
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
４

月
よ
り
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
妊
産
婦
、
児
童
、
子
育
て
世

帯
へ
の
相
談
支
援
を
一
体
的
・
包
括

的
に
行
い
ま
す
。

　保
育
行
政
で
は
、
保
育
士
等
就
労

支
援
金
制
度
及
び
保
育
士
等
修
学
資

金
貸
付
事
業
を
実
施
し
、
保
育
士
不

足
に
よ
る
待
機
児
童
の
解
消
に
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。あ
わ
せ
て「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
町
立
保

育
所
で
実
施
し
、
未
就
学
児
の
成
長

促
進
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　ま
た
、
原
材
料
費
・
人
件
費
の
上

昇
に
伴
う
物
価
高
騰
に
よ
り
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

水
産
業

健
康
づ
く
り

危
険
薬
物
対
応

観
光

　水
産
業
の
継
続
的
な
発
展
の
た

め
、
国
や
県
、
西
原
町
と
連
携
し
、

漁
業
関
係
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
老
朽
化
や
組
合
員
の

増
加
、
船
の
大
型
化
に
よ
り
手
ぜ

ま
に
な
っ
た
漁
具
倉
庫
の
建
設
を

令
和
７
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し

て
、
令
和
８
年
度
も
水
産
業
強
化
支

援
事
業
を
活
用
し
整
備
を
行
い
、
漁

業
者
の
所
得
向
上
と
経
営
安
定
を
支

援
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
強
化
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
住
民
活
動

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
巡
回

型
町
内
バ
ス
実
証
実
験
は
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
運
用
を
進
め
る
と
と
も

に
、
今
後
の
方
向
性
、
本
格
運
用
も

検
討
し
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
交
付
金
、一
括
交
付
金
等
を
活
用

し
、
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援
策
と

し
て
、
特
に
ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済

的
負
担
が
大
き
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

学
童
利
用
料
の
負
担
軽
減
や
母
子
・

父
子
医
療
費
助
成
に
お
い
て
中
程
度

以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
18
歳
か
ら

20
歳
未
満
の
児
童
の
保
護
者
ま
で
の

対
象
拡
大
な
ど
を
実
施
し
、
ひ
と
り

親
家
庭
を
多
方
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

　子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
拠
点
型

1
カ
所
、
従
来
型
3
カ
所
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
員
を
配
置

し
、
生
活
困
窮
世
帯
の
把
握
に
努
め

ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
児
童

や
家
庭
に
寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人
権
を

侵
害
し
、
心
身
の
成
長
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
未
然
防
止

と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
図
る
と

と
も
に
、
虐
待
が
発
生
し
た
際
に
き

め
細
か
な
支
援
と
再
発
防
止
を
行
う

た
め
、
関
係
各
課
・
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
お
よ
び
重

症
化
予
防
に
継
続
し
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

　各
種
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
乳
幼

児
健
診
、
妊
産
婦
健
診
、
特
定
健
診
、

長
寿
健
診
、
一
般
健
診
を
し
っ
か
り

受
診
い
た
だ
き
、「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
習
慣

を
意
識
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。
胎
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で

の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視

点
に
立
っ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

　ま
た
、
糖
尿
病
性
腎
症
や
慢
性
腎

臓
病
な
ど
の
重
症
化
・
再
発
予
防
に

つ
い
て
も
、
対
象
者
を
抽
出
し
、
保

健
指
導
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。

防
災・減
災

　全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
し
、
多
く
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
起
こ
り

得
る
こ
と
を
想
定
し
、
各
区
の
自
主

防
災
組
織
の
連
携
強
化
に
努
め
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
地
震
・
津
波
防

災
避
難
訓
練
を
継
続
し
て
実
施
す
る

こ
と
で
町
全
体
の
防
災
意
識
の
向
上

と
地
域
防
災
力
の
強
化
に
努
め
ま

す
。　ま

た
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
広
範
囲
で
聞
き
取
り

や
す
い
高
性
能
型
へ
の
更
新
に
着
手

防
犯

　町
民
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、

被
害
に
遭
わ
な
い
、
安
心
・
安
全
に

生
活
で
き
る
町
の
治
安
維
持
の
た
め
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
防
犯
カ

メ
ラ
の
適
正
な
運
営
に
よ
り
犯
罪
を

未
然
に
防
ぎ
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
安
全

　飲
酒
絡
み
の
構
成
比
率
は
昨
年
ま

で
４
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
と
な
る

な
ど
、
県
内
の
交
通
情
勢
は
楽
観
で

き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
与
那
原
警
察
署
な
ど
と
連
携

し
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
お
け

る
交
通
安
全
指
導
や
交
通
安
全
教
育

の
実
施
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
『
予
防
的

対
策
』
を
強
化
し
ま
す
。

　通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
、
各
行
政
区
か
ら
の
要
望
を
踏
ま

え
、
危
険
箇
所
の
安
全
対
策
工
事
に

取
り
組
み
ま
す
。 安
全
設
備
の
新
設
、

改
良
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
交
通
事
故
発
生
要
因
の
改

消
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

消
防

　東
部
消
防
組
合
は
、
消
防
活
動
車

両
２
台
の
導
入
と
消
防
団
へ
の
軽
消

防
自
動
車
１
台
の
寄
贈
に
よ
る
整
備

を
行
い
、
東
部
消
防
本
部
並
び
に
東

　若
年
層
へ
の
危
険
薬
物
浸
透
は
看
過

で
き
な
い
社
会
問
題
で
す
。
本
町
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
危

険
薬
物
か
ら
守
り
抜
く
た
め
、
与
那

原
警
察
署
や
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
密
に
連
携
し
、

実
効
性
の
あ
る
啓
発
活
動
を
強
化
し

ま
す
。
行
政
・
学
校
・
地
域
が
相
互

に
手
を
取
り
合
い
、
薬
物
を
寄
せ
付

け
な
い
安
全
な
環
境
づ
く
り
に
、
町

民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
令
和
８

年
度
も
保
険
税
率
の
見
直
し
を
行

い
、
保
険
税
の
適
正
賦
課
、
適
正
納

付
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費

分
析
を
進
め
、
医
療
費
適
正
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
物
価
高

騰
に
よ
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
国
保
加
入
者
18
歳
未
満
の
子
ど

も
に
係
る
均
等
割
相
当
額
を
給
付
し

ま
す
。

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
に
対
し
親
切
、
丁
寧
で

わ
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
ま
す
。

部
消
防
団
の
設
備
機
能
強
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
消
防
・
警
防
体

制
の
強
化
を
図
り
、
町
民
の
生
命
や

財
産
の
保
護
に
尽
力
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
完
了
後
は
、
町
内
全

域
へ
必
要
な
情
報
を
迅
速
に
発
信
で

き
る
体
制
が
整
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

飲
料
水
や
備
蓄
食
料
、
災
害
用
資
機

材
な
ど
防
災
備
蓄
品
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

令和8年度 所信表明
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与那原町長選挙令和８年
４月19日（日）執行

４月14日（火） ４月1５日（水）～４月18日（土）
告示日（立候補届出受付日） 期日前投票

４月19日（日）
８:30～20:00

投票所：与那原町役場1階 町民ラウンジ
開票所：上の森かなちホール

投票所：与那原町役場１階 町民ラウンジ
投・開票日

※与那原町外へ転出された方は投票できません
① 満18歳以上の日本国民であること
② 平成20年4月19日以前（4月20日生まれを含む。）
　 に出生した者
③ 令和８年１月13日以前から与那原町に住所を有する

【投票できる方（選挙権）】　

〇仕事や旅行などで滞在先での不在者投票
仕事や旅行などで、選挙期間中に名簿登録地以
外の市町村に滞在している方は、滞在先の選挙
管理委員会で不在者投票ができます。
〇病院・老人ホームでの不在者投票
（注意）施設等によって日時が異なります。
指定施設へ確認してください。

〇郵便等による不在者投票

■不在者投票の請求方法

　なお、今回初めて郵便投票をする場合は、あらか
じめ「郵便等投票証明書」の交付申請の手続きが
必要です。

身体障害者手帳や戦傷病者手帳を持っている方の
うち一定の障がいのある方や、介護保険の被保険
者証を持っている方で要介護５の方は、自宅等で
郵便等による不在者投票ができます。ただし、郵便
等による不在者投票については、投票用紙等の請
求は選挙の期日前4日までに行う必要があります。

「不在者投票請求書宣誓書」を与那原町選挙管理
委員会へ提出してください。「不在者投票請求書宣
誓書」の様式は、町ホームページに掲載いたします。
町のホームページでダウンロードするか町選挙管
理委員会でお渡しできます。ご不明な点は選挙管理
委員会へお問い合わせください。

上記に該当する方で、さらに次のいずれかに該当し、自書で
きない方は、あらかじめ届け出た代理人が投票用紙に記載
する「代理投票」による投票ができます。

郵便等による不在者投票のできる選挙人
障害者の区分

身体障害者
手帳

戦傷病者手帳

介護保険の
被保険者証

障害等の程度

両下肢、体幹、移動機能

免疫、肝臓機能

両下肢、体幹

要介護状態区分

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸機能

１級又は２級

1級又は３級

1級から３級

要介護５

特別項症から
第２項症

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸、肝臓

特別項症から
第３項症

障害者の区分

身体障害者
手帳

戦傷病者手帳

障害等の程度

上肢又は視覚

上肢又は視覚

１級

特別項症から
第２項症

不在者投票の制度を利用して投票した投票用紙が、投票日の
19日（日）までに与那原町選挙管理委員会に届かない場合
は無効となりますのでご注意ください。
※告示日前でも不在者投票制度を利用して投票用紙を請求
することができます。

※
不在者投票の請求（「不在者投票請求書宣誓書」の提出）は、
直接または郵送のみでしか受付することができません。FAX
やメールで「不在者投票請求書宣誓書」を送付しても受付す
ることができませんのでご注意ください。

※

不在者投票 ４月15日（水）～18日（土）

与那原町選挙管理委員会 からのお知らせ

与那原町選挙管理委員会 945-2201（総務課内）お問い合わせ

７:00～20:00投票時間

20:20～開票時間

場   所
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教
育
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

国
際
交
流

教
育
行
政

　「第
３
次
与
那
原
町
教
育
大
綱
」
の

着
実
な
実
施
と
「
教
育
基
本
法
」
に

示
さ
れ
る
「
す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と

し
く
、
教
育
を
受
け
る
機
会
が
与
え

ら
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
、
ま
た
、
教
育

に
対
し
、
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
が

連
携
し
協
力
す
る
環
境
」
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

学
校
給
食

社
会
教
育・文
化・

ス
ポ
ー
ツ

　学
校
給
食
費
は
国
や
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
小

中
学
生
の
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施

　海
外
友
好
親
善
大
使
人
材
育
成
事

業
は
、
１
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

両
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と

文
化
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　社
会
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
中
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
学
び
続
け
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
は
、
行
政
の
重
要
な
使

命
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
自
治
会
や

関
係
団
体
の
連
携
を
強
化
し
、
町
民

主
体
の
学
び
と
交
流
の
機
会
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　文
化
行
政
で
は
、
与
那
原
町
の
歴

史
・
伝
統
・
地
域
に
息
づ
く
文
化
資

源
を
守
り
、
正
し
く
継
承
す
る
と
と

も
に
、
広
く
発
信
し
、
郷
土
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
育
む
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
町
史
編
さ
ん
事
業
や
文
化

財
の
保
護
・
保
存
、
与
那
原
大
綱
曳

資
料
館
で
の
伝
統
文
化
の
普
及
・
活

用
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
は
、
町
民
参
加

型
の
「
ふ
れ
あ
い
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
、
文
化
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
ま
す
。 

学
校
教
育

学
校
施
設

　電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
、

授
業
で
の
集
団
学
習
や
家
庭
で
の
個

別
学
習
な
ど
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と「
協
働
的
な
学
び
」を
構
築
し
ま
す
。

　ま
た
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

に
よ
る
外
国
人
英
語
教
師
の
配
置
や

英
語
検
定
補
助
の
実
施
な
ど
に
よ
り

語
学
力
向
上
に
取
り
組
み
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
県
内
外
国
人
家
庭
へ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
、
外
国
語

教
育
と
次
代
を
担
う
国
際
人
材
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
学
習
支
援
員
や
各
種
支
援
員

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の
個
性
に
応

じ
た
、
き
め
細
か
な
学
習
指
導
や
学

校
生
活
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
不
登

校
児
童
生
徒
に
は
学
校
以
外
の
居
場

所
を
確
保
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
、
各
小
中
学
校
に
自
立

支
援
教
室
を
設
置
し
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

　児
童
生
徒
が
い
る
全
世
帯
に
対
し

て
就
学
援
助
制
度
の
積
極
的
な
周
知

と
活
用
を
促
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
力
向
上

推
進
協
議
会
に
お
け
る
地
域
と
の
連

携
に
よ
り
、
家
庭
学
習
の
定
着
・
向

上
に
努
め
、
さ
ら
に
「
自
他
の
尊
厳

を
重
ん
じ
る
『
人
権
教
育
』
や
、
自

立
し
て
未
来
を
切
り
拓
く
『
キ
ャ
リ

ア
教
育
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

　令
和
７
年
度
に
策
定
し
た「
与
那

原
町
立
学
校
の
教
職
員
に
関
す
る
業

務
量
管
理・健
康
確
保
措
置
実
施
計

画
」に
基
づ
き
、部
活
動
の
地
域
展
開

な
ど
を
通
し
て
、学
校
で
の
働
き
方
改

　学
校
施
設
に
つ
い
て
は
計
画
的
な

改
修
や
更
新
を
行
い
、
施
設
の
長
寿

命
化
と
学
習
環
境
の
維
持
・
改
善
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
与
那
原
小
学
校

の
校
舎
は
、
築
44
年
が
経
過
し
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和

７
年
度
に
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
現

状
を
把
握
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
に
は
基
本
構

想
の
策
定
を
計
画
す
る
な
ど
、
安
全

で
安
心
な
教
育
環
境
の
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。

　図
書
館
は
「
学
び
の
拠
点
」「
情

報
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
強
化

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
と
読
書

活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
学
校
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち

の
読
書
習
慣
の
形
成
や
学
力
向
上
を

支
え
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
健

康
や
ス
ポ
ー
ツ
と
の
親
和
性
の
高
い

地
域
特
性
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、

心
身
の
充
実
し
た
人
材
育
成
と
新
た

な
与
那
原
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
健
康
寿
命
の
延
伸

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

町
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推

進
、
各
種
競
技
団
体
へ
の
支
援
や
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
交

流
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
「
学
び
」「
文
化
に

触
れ
」「
体
を
動
か
し
」心
身
と
も
に

安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
与
那
原

町
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

革
と
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

み
ま
す
。

　令
和
７
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
、学
校
運
営
協
議
会
制
度（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
推
進
し
、

学
校
運
営
や
課
題
に
対
し
、
保
護
者

や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
画
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
、
地
域
に
密
着
し

た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　令
和
8
年
度
か
ら
は
、
町
外
の
高

校
な
ど
へ
通
う
生
徒
の
通
学
に
係
る

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

バ
ス
通
学
へ
の
補
助
を
実
施
し
ま

す
。

し
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
管
理
を
徹
底

し
た
安
全
で
美
味
し
い
給
食
の
提
供

と
、
学
校
給
食
を
通
じ
た
食
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
で
は
、
与
那
原
町
・
八
重
瀬
町
の

両
小
中
学
校
に
安
全
安
心
で
美
味
し

い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
を
採
用
し
、
民
間
活
力
に
よ
る

効
率
的
・
機
能
的
で
新
衛
生
基
準
に

準
拠
し
た
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

令和8年度 所信表明
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与那原町長選挙令和８年
４月19日（日）執行

４月14日（火） ４月1５日（水）～４月18日（土）
告示日（立候補届出受付日） 期日前投票

４月19日（日）
８:30～20:00

投票所：与那原町役場1階 町民ラウンジ
開票所：上の森かなちホール

投票所：与那原町役場１階 町民ラウンジ
投・開票日

※与那原町外へ転出された方は投票できません
① 満18歳以上の日本国民であること
② 平成20年4月19日以前（4月20日生まれを含む。）
　 に出生した者
③ 令和８年１月13日以前から与那原町に住所を有する

【投票できる方（選挙権）】　

〇仕事や旅行などで滞在先での不在者投票
仕事や旅行などで、選挙期間中に名簿登録地以
外の市町村に滞在している方は、滞在先の選挙
管理委員会で不在者投票ができます。
〇病院・老人ホームでの不在者投票
（注意）施設等によって日時が異なります。
指定施設へ確認してください。

〇郵便等による不在者投票

■不在者投票の請求方法

　なお、今回初めて郵便投票をする場合は、あらか
じめ「郵便等投票証明書」の交付申請の手続きが
必要です。

身体障害者手帳や戦傷病者手帳を持っている方の
うち一定の障がいのある方や、介護保険の被保険
者証を持っている方で要介護５の方は、自宅等で
郵便等による不在者投票ができます。ただし、郵便
等による不在者投票については、投票用紙等の請
求は選挙の期日前4日までに行う必要があります。

「不在者投票請求書宣誓書」を与那原町選挙管理
委員会へ提出してください。「不在者投票請求書宣
誓書」の様式は、町ホームページに掲載いたします。
町のホームページでダウンロードするか町選挙管
理委員会でお渡しできます。ご不明な点は選挙管理
委員会へお問い合わせください。

上記に該当する方で、さらに次のいずれかに該当し、自書で
きない方は、あらかじめ届け出た代理人が投票用紙に記載
する「代理投票」による投票ができます。

郵便等による不在者投票のできる選挙人
障害者の区分

身体障害者
手帳

戦傷病者手帳

介護保険の
被保険者証

障害等の程度

両下肢、体幹、移動機能

免疫、肝臓機能

両下肢、体幹

要介護状態区分

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸機能

１級又は２級

1級又は３級

1級から３級

要介護５

特別項症から
第２項症

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸、肝臓

特別項症から
第３項症

障害者の区分

身体障害者
手帳

戦傷病者手帳

障害等の程度

上肢又は視覚

上肢又は視覚

１級

特別項症から
第２項症

不在者投票の制度を利用して投票した投票用紙が、投票日の
19日（日）までに与那原町選挙管理委員会に届かない場合
は無効となりますのでご注意ください。
※告示日前でも不在者投票制度を利用して投票用紙を請求
することができます。

※
不在者投票の請求（「不在者投票請求書宣誓書」の提出）は、
直接または郵送のみでしか受付することができません。FAX
やメールで「不在者投票請求書宣誓書」を送付しても受付す
ることができませんのでご注意ください。

※

不在者投票 ４月15日（水）～18日（土）

与那原町選挙管理委員会 からのお知らせ

与那原町選挙管理委員会 945-2201（総務課内）お問い合わせ

７:00～20:00投票時間

20:20～開票時間

場   所
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教
育
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ

国
際
交
流

教
育
行
政

　「第
３
次
与
那
原
町
教
育
大
綱
」
の

着
実
な
実
施
と
「
教
育
基
本
法
」
に

示
さ
れ
る
「
す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と

し
く
、
教
育
を
受
け
る
機
会
が
与
え

ら
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
、
ま
た
、
教
育

に
対
し
、
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
が

連
携
し
協
力
す
る
環
境
」
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

学
校
給
食

社
会
教
育・文
化・

ス
ポ
ー
ツ

　学
校
給
食
費
は
国
や
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
小

中
学
生
の
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施

　海
外
友
好
親
善
大
使
人
材
育
成
事

業
は
、
１
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

両
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と

文
化
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　社
会
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
中
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
学
び
続
け
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
は
、
行
政
の
重
要
な
使

命
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
自
治
会
や

関
係
団
体
の
連
携
を
強
化
し
、
町
民

主
体
の
学
び
と
交
流
の
機
会
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　文
化
行
政
で
は
、
与
那
原
町
の
歴

史
・
伝
統
・
地
域
に
息
づ
く
文
化
資

源
を
守
り
、
正
し
く
継
承
す
る
と
と

も
に
、
広
く
発
信
し
、
郷
土
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
育
む
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
町
史
編
さ
ん
事
業
や
文
化

財
の
保
護
・
保
存
、
与
那
原
大
綱
曳

資
料
館
で
の
伝
統
文
化
の
普
及
・
活

用
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
は
、
町
民
参
加

型
の
「
ふ
れ
あ
い
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
、
文
化
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
ま
す
。 

学
校
教
育

学
校
施
設

　電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
し
、

授
業
で
の
集
団
学
習
や
家
庭
で
の
個

別
学
習
な
ど
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と「
協
働
的
な
学
び
」を
構
築
し
ま
す
。

　ま
た
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

に
よ
る
外
国
人
英
語
教
師
の
配
置
や

英
語
検
定
補
助
の
実
施
な
ど
に
よ
り

語
学
力
向
上
に
取
り
組
み
、
中
学
生

を
対
象
と
し
た
県
内
外
国
人
家
庭
へ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
、
外
国
語

教
育
と
次
代
を
担
う
国
際
人
材
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
学
習
支
援
員
や
各
種
支
援
員

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の
個
性
に
応

じ
た
、
き
め
細
か
な
学
習
指
導
や
学

校
生
活
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
不
登

校
児
童
生
徒
に
は
学
校
以
外
の
居
場

所
を
確
保
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
、
各
小
中
学
校
に
自
立

支
援
教
室
を
設
置
し
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

　児
童
生
徒
が
い
る
全
世
帯
に
対
し

て
就
学
援
助
制
度
の
積
極
的
な
周
知

と
活
用
を
促
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
力
向
上

推
進
協
議
会
に
お
け
る
地
域
と
の
連

携
に
よ
り
、
家
庭
学
習
の
定
着
・
向

上
に
努
め
、
さ
ら
に
「
自
他
の
尊
厳

を
重
ん
じ
る
『
人
権
教
育
』
や
、
自

立
し
て
未
来
を
切
り
拓
く
『
キ
ャ
リ

ア
教
育
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

　令
和
７
年
度
に
策
定
し
た「
与
那

原
町
立
学
校
の
教
職
員
に
関
す
る
業

務
量
管
理・健
康
確
保
措
置
実
施
計

画
」に
基
づ
き
、部
活
動
の
地
域
展
開

な
ど
を
通
し
て
、学
校
で
の
働
き
方
改

　学
校
施
設
に
つ
い
て
は
計
画
的
な

改
修
や
更
新
を
行
い
、
施
設
の
長
寿

命
化
と
学
習
環
境
の
維
持
・
改
善
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
与
那
原
小
学
校

の
校
舎
は
、
築
44
年
が
経
過
し
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和

７
年
度
に
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
現

状
を
把
握
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
に
は
基
本
構

想
の
策
定
を
計
画
す
る
な
ど
、
安
全

で
安
心
な
教
育
環
境
の
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。

　図
書
館
は
「
学
び
の
拠
点
」「
情

報
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
強
化

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
と
読
書

活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
学
校
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち

の
読
書
習
慣
の
形
成
や
学
力
向
上
を

支
え
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
健

康
や
ス
ポ
ー
ツ
と
の
親
和
性
の
高
い

地
域
特
性
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、

心
身
の
充
実
し
た
人
材
育
成
と
新
た

な
与
那
原
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
健
康
寿
命
の
延
伸

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

町
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推

進
、
各
種
競
技
団
体
へ
の
支
援
や
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
交

流
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
「
学
び
」「
文
化
に

触
れ
」「
体
を
動
か
し
」心
身
と
も
に

安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
与
那
原

町
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

革
と
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

み
ま
す
。

　令
和
７
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
、学
校
運
営
協
議
会
制
度（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
推
進
し
、

学
校
運
営
や
課
題
に
対
し
、
保
護
者

や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
画
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
、
地
域
に
密
着
し

た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　令
和
8
年
度
か
ら
は
、
町
外
の
高

校
な
ど
へ
通
う
生
徒
の
通
学
に
係
る

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

バ
ス
通
学
へ
の
補
助
を
実
施
し
ま

す
。

し
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
管
理
を
徹
底

し
た
安
全
で
美
味
し
い
給
食
の
提
供

と
、
学
校
給
食
を
通
じ
た
食
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
で
は
、
与
那
原
町
・
八
重
瀬
町
の

両
小
中
学
校
に
安
全
安
心
で
美
味
し

い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
を
採
用
し
、
民
間
活
力
に
よ
る

効
率
的
・
機
能
的
で
新
衛
生
基
準
に

準
拠
し
た
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

令和8年度 所信表明
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ゆなばるタウンNEWS

冬の澄んだ空気のなか
378人が町内をウォーキング！

2
1
　町民のスポーツ意識の向上と健康・体力づくりを目的に「第18回よなばる
てくてくウォーク2026」（主催＝与那原町・町教育委員会）を与那古浜公園を
発着点に開催しました。
　コースは、無理のないペースで景色を楽しみながら歩く「ベイサイドコース
（５㎞）」と「マリンタウンコース（３㎞）」を用意。子どもから高齢者まで計378
人が参加しました。
　朝は曇り空で天気が心配されましたが、何とか持ちこたえスタートから
ゴールまで歩きやすい天候のもと開催できました。
　ウォーキング終了後は企業５社の出展ブースや健康保険課による健康相
談、町スポーツ推進委員協議会による軽スポーツ体験などが行われ、参加者
からは「これまで知らなかった町の魅力を知ることができた」「これを機に
ウォーキングを続けようと思った」などの声が寄せられました。

　町内で活動するサークル団体の皆さんが、日ごろの学習成果を披露し、生涯学
習への理解を深める場として「第９回与那原町公民館まつり」（主催・町教育委員
会）を町コミュニティーセンターで開催しました。
　会場では、書道や絵手紙、フラワーアレンジメントなど、多彩な作品を展示しま
した。１日の午前には「放課後子ども教室きら☆きらり」の子どもたちが、成果発表
として琉球舞踊やダンスなどを披露しました。午後からは心安らぐ呈茶席体験と、
サークル団体の皆さんによる舞台発表を実施。ステージでは三線や琉舞、フラ、
オカリナ、空手、太極拳など多岐にわたる演目を披露。出演者の皆さんは練習の
成果を存分に発揮し、サークルの枠を超えた温かな交流の輪を広げました。

地域の安全がさらに強固に
日本損害保険協会が
消防車両を寄贈

2
20

公民館まつり 学びの成果が百花繚乱
多彩なステージと展示で楽しく交流

2
28・

3
1

　東部消防本部構内で、一般社団法人日本損害保
険協会による小型動力ポンプ付軽消防自動車の寄
贈式が行われました。
　寄贈された車両は、軽四輪駆動車をベースにした
県内でも珍しい軽デッキバンタイプの消防車です。
狭い道路や住宅密集地でも走行しやすく、小型動力
ポンプを搭載していることから、迅速な初期消火や
救命活動での活躍が期待されます。
　式典では、消防関
係者が真新しい車
両を前に地域を守る
決意を新たにし、地
域防災力のさらなる
向上を誓いました。

北海道での学びと成長を報告
青少年人材育成交流事業 報告会

2
22
　町青少年人材育成交流事業の一
環として、1月29日から4日間、子ど
もたちが北海道・浜中町を訪れ、現
地での交流やさまざまな体験活動
に参加しました。その後、町コミュニ
ティーセンターにて活動を振り返る
報告会を開催しました。 
　はじめに、主催の与那原町子ども
会育成連絡協議会・松長会長による
事業報告の後、派遣された子どもた
ちへ教育長から温かい激励の言葉
が贈られました。
　報告会では、子どもたちが活動の様子をまとめたスライド
ショーを上映しながら、現地の方々や茶内中学校の生徒との交
流、初めての体験を通して得た学びや感動を生き生きと振り返り
ました。「活動を通じて大きく成長できた」と力強く語る姿に、会場
からは大きな拍手が送られ、とても充実した報告会となりました。

令和７年度 「町学力向上推進実践発表会」
「与那原町教育の日」表彰式

学校
教育課

　２月８日、与那原東小学校体育館で、令和
７年度「与那原町学力向上推進実践発表
会」ならびに「与那原町教育の日」表彰式
を開催しました。会場には約280人の教育
関係者らが集まり、幼稚園・小中学校・教育
委員会学校教育課・PTA大見武支部など
による学力向上推進実践発表に熱心に耳
を傾けました。また、町主催の県内ホーム
ステイに参加した15人の生徒を代表して、
与那原中学校の大木ひかりさんと琉大附属
中学校の守屋良大郎さんが報告を行いま
した。この体験を通して、より一層外国語に
興味を持ち関心を寄せている姿が伺えま
した。
　最後に「与那原町教育の日」表彰式が
行われ、表彰規定を満たした個人80名と
７団体に与那原町学力向上推進協議会の
垣花英正会長から表彰状が手渡され、会場
は温かい拍手に包まれました。

写真左から守屋良大郎さん、大木ひかりさん

2月1日は「与那原町教育の日」です。児童生徒80人・7団体を表彰しました

PTA大見武支部による発表
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 与那原町海外友好親善大使人材育成事業 世界のユナバルンチュ

ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
ミ
ツ
オ
・
バ
ル
ア
ル
テ
・
安
谷
屋
さ
ん

与
那
原
と
ペ
ル
ー    

次
世
代
が
つ
な
ぐ
バ
ト
ン

Mitsuo’s Message ※要約

　今
年
１
月
か
ら
約
１
ヶ
月
間
、町
内
で

研
修
を
続
け
て
き
た
安
谷
屋
ミ
ツ
オ
さ

ん（
24
）が
、全
行
程
を
終
え
母
国
ペ
ル
ー

へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　本
事
業
は
、か
つ
て
海
外
へ
渡
っ
た
本

町
出
身
者
の
子
孫
を「
海
外
友
好
親
善

大
使
」と
し
て
受
け
入
れ
、沖
縄
や
与
那

原
の
文
化
や
歴
史
の
学
び
を
通
し
て
、

将
来
、与
那
原
町
と
出
身
国
を
結
ぶ「
懸

け
橋
」と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
取
り

組
み
で
す
。ミ
ツ
オ
さ
ん
は
滞
在
中
、日

本
語
や
空
手
、書
道
を
学
び
、親
戚
や
多

く
の
町
民
と
の
交
流
を
通
し
て
自
身
の

ル
ー
ツ
を
深
く
見
つ
め
直
し
ま
し
た
。

　２
月
17
日
の
研
修
報
告
会・修
了
式

で
は
、参
加
者
が
見
守
る
中
、自
作
の

日
本
語
カ
ル
タ
や
書
道
作
品
、空
手
な

ど
を
披
露
。ま
た
、ペ
ル
ー
で
の
活
発
な

町
人
会
の
活
動
を
動
画
で
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。与
那
原
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

身
に
ま
と
い
汗
を
流
す「
日
系
親
睦
競

技
大
会
」や
、チ
ャ
リ
ティ
ー
食
事
会
、先

人
へ
の
感
謝
を
捧
げ
る
新
年
会
な
ど
、

遠
く
離
れ
た
地
で
も「
与
那
原
」の
名
を

誇
り
に
一
致
団
結
す
る
様
子
を
報
告
。

「
町
人
会
は
血
縁
を
超
え
た
家
族
。地

域
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、す
べ
て
の

活
動
に
誇
り
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

海を越えて受け継がれる「与那原の魂」

　初めて訪れた日本、そして沖縄。偉大
な先輩方の跡を継ぐことにプレッシャー
もありましたが、皆さんの温かい歓迎の
おかげで、ありのままの自分で接するこ
とができました。心から感謝しています。
　２つの文化の間で、どこか「浮いてい
る」ような感覚を抱えて生きてきました
が、沖縄で初めて「自分はここに属してい
るんだ」という強い帰属心を持つことが
できました。「安谷屋」という苗字を背負
う誇りが、より一層強くなりました。この
かけがえのない経験を支えてくださった
皆さまに、深く御礼申し上げます。

イラストが得意なミツオさんがマンホールをイメー
ジして描いた作品。海を越えて両地が身近に感じ
られるような、温かみのあるイラストに仕上がって
います

▲

３月１日にはペルー町人会の新年会でも
報告会を実施しました
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税務課 945-4477お問い合わせ

那覇税務署 867-3101お問い合わせ

（水）

8 6

8 6

（水） （木）

9：00～16：30

9：00～16：30

納付方法が拡充しました！

軽自動車税(全期)
町県民税(1期)
固定資産税(2期)
町県民税(2期)
 　      ー  　     
町県民税(3期)
 　      ー  　     
固定資産税(3期)
町県民税(4期)
固定資産税(4期)
 　      ー  　     

6月1日
6月30日
7月31日
8月31日
ー 　   
11月2日
ー 　   
1月4日
2月1日
3月1日
ー 　   

5月25日
6月25日
7月27日
8月25日
ー   　  

10月26日
ー   　  

12月25日
1月25日
2月25日
ー  　   

5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
３月

固定資産税（1期） 4月30日 4月27日4月

令和9
(2027)年

令和9
(2027)年

令和9
(2027)年

令和8
(2026)年

確定申告が間違っていた場合

確定申告を忘れていた場合

確定申告書を提出した後に、計算誤りなど申告内容に誤りがあることに気付いた場合は、
次の方法で申告内容を訂正することができます。

　確定申告書を提出後、税額を多く申告していた
ことや純損失等の金額を少なく申告していたこと
に気付いたときは、「更正の請求書」を提出して正
しい税額や純損失等の金額への訂正を求めるこ
とができます。請求内容が正当と認められた場合
は、納めすぎた税金が還付されます。
　原則として、各年分の法定申告期限から５年以
内に更正の請求書を作成し、所轄税務署に提出し
てください。

税額を多く申告していたとき

　確定申告をすることを忘れていたときは、できるだけ早く申告するように
してください。申告の必要があるにもかかわらず、申告をしなかった場合に
は、税務署長が所得金額や税額の決定を行う場合があります。
　なお、税務署長が決定を行う場合や申告期限に遅れて申告した場合など
には、加算税が賦課される場合があるほか、法定納期限の翌日から納付日
までの延滞税を併せて納付しなければなりませんので、ご注意ください。

　確定申告書を提出後、税額を少なく申告していたことに気付いたときは、
「修正申告書」を提出して正しい税額に修正する必要があります。修正申告
によって新たに納める税額は、修正申告書を提出する日（納期限）までに、
延滞税と併せて納めてください。
　修正申告によって新たに納付することとなった税額を納めるときは、法
定納期限の翌日から納付する日までの期間について延滞税がかかります
ので、できるだけ早く申告・納付するようにしてください。
なお、修正申告をする場合や、税務署長が更正を行う場合には、加算税が
賦課される場合があります。

税額を少なく申告していたとき

確定申告書、修正申告書及び更正
の請求書は、国税庁ホームページで
作成できます。また、各種様式は、国
税庁ホームページからダウンロード
することもできます。 国税庁ホームページ▲

税務課 からのお知らせ

しました
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書
道
作
品
、空
手
な

ど
を
披
露
。ま
た
、ペ
ル
ー
で
の
活
発
な

町
人
会
の
活
動
を
動
画
で
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。与
那
原
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

身
に
ま
と
い
汗
を
流
す「
日
系
親
睦
競

技
大
会
」や
、チ
ャ
リ
ティ
ー
食
事
会
、先

人
へ
の
感
謝
を
捧
げ
る
新
年
会
な
ど
、

遠
く
離
れ
た
地
で
も「
与
那
原
」の
名
を

誇
り
に
一
致
団
結
す
る
様
子
を
報
告
。

「
町
人
会
は
血
縁
を
超
え
た
家
族
。地

域
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、す
べ
て
の

活
動
に
誇
り
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
ま

す
」と
語
り
ま
し
た
。

海を越えて受け継がれる「与那原の魂」

　初めて訪れた日本、そして沖縄。偉大
な先輩方の跡を継ぐことにプレッシャー
もありましたが、皆さんの温かい歓迎の
おかげで、ありのままの自分で接するこ
とができました。心から感謝しています。
　２つの文化の間で、どこか「浮いてい
る」ような感覚を抱えて生きてきました
が、沖縄で初めて「自分はここに属してい
るんだ」という強い帰属心を持つことが
できました。「安谷屋」という苗字を背負
う誇りが、より一層強くなりました。この
かけがえのない経験を支えてくださった
皆さまに、深く御礼申し上げます。

イラストが得意なミツオさんがマンホールをイメー
ジして描いた作品。海を越えて両地が身近に感じ
られるような、温かみのあるイラストに仕上がって
います

▲

３月１日にはペルー町人会の新年会でも
報告会を実施しました

広報よなばる｜2026. 4  10

税務課 945-4477お問い合わせ

那覇税務署 867-3101お問い合わせ

（水）

8 6

8 6

（水） （木）

9：00～16：30

9：00～16：30

納付方法が拡充しました！

軽自動車税(全期)
町県民税(1期)
固定資産税(2期)
町県民税(2期)
 　      ー  　     
町県民税(3期)
 　      ー  　     
固定資産税(3期)
町県民税(4期)
固定資産税(4期)
 　      ー  　     

6月1日
6月30日
7月31日
8月31日
ー 　   
11月2日
ー 　   
1月4日
2月1日
3月1日
ー 　   

5月25日
6月25日
7月27日
8月25日
ー   　  

10月26日
ー   　  

12月25日
1月25日
2月25日
ー  　   

5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
３月

固定資産税（1期） 4月30日 4月27日4月

令和9
(2027)年

令和9
(2027)年

令和9
(2027)年

令和8
(2026)年

確定申告が間違っていた場合

確定申告を忘れていた場合

確定申告書を提出した後に、計算誤りなど申告内容に誤りがあることに気付いた場合は、
次の方法で申告内容を訂正することができます。

　確定申告書を提出後、税額を多く申告していた
ことや純損失等の金額を少なく申告していたこと
に気付いたときは、「更正の請求書」を提出して正
しい税額や純損失等の金額への訂正を求めるこ
とができます。請求内容が正当と認められた場合
は、納めすぎた税金が還付されます。
　原則として、各年分の法定申告期限から５年以
内に更正の請求書を作成し、所轄税務署に提出し
てください。

税額を多く申告していたとき

　確定申告をすることを忘れていたときは、できるだけ早く申告するように
してください。申告の必要があるにもかかわらず、申告をしなかった場合に
は、税務署長が所得金額や税額の決定を行う場合があります。
　なお、税務署長が決定を行う場合や申告期限に遅れて申告した場合など
には、加算税が賦課される場合があるほか、法定納期限の翌日から納付日
までの延滞税を併せて納付しなければなりませんので、ご注意ください。

　確定申告書を提出後、税額を少なく申告していたことに気付いたときは、
「修正申告書」を提出して正しい税額に修正する必要があります。修正申告
によって新たに納める税額は、修正申告書を提出する日（納期限）までに、
延滞税と併せて納めてください。
　修正申告によって新たに納付することとなった税額を納めるときは、法
定納期限の翌日から納付する日までの期間について延滞税がかかります
ので、できるだけ早く申告・納付するようにしてください。
なお、修正申告をする場合や、税務署長が更正を行う場合には、加算税が
賦課される場合があります。

税額を少なく申告していたとき

確定申告書、修正申告書及び更正
の請求書は、国税庁ホームページで
作成できます。また、各種様式は、国
税庁ホームページからダウンロード
することもできます。 国税庁ホームページ▲

税務課 からのお知らせ

しました
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お問い合わせ

赤十字奉仕団は日本赤十字社の理念のもと、地域
に暮らす住民が自主的に活動するボランティア団
体です。与那原町赤十字奉仕団は1991年に結成
され、今年で35年。地域に根ざした活動を行って
います。一人ひとりの小さな行動が集まり、大きな
支え合いの輪となっています。

赤十字奉仕団とは

赤十字奉仕団員の信条
すべての人々のしあわせを願い、陰の力と
なって人々に奉仕する
常に工夫して人々のために、より良い奉仕が
できるよう努める
身近な奉仕をひろげ、すべての人々と手をつ
ないで、世界の平和につくす

一、

一、

一、

団員の声

小さなボランティアの力が集まり、大き
な輪となって、地域、町、仲間とのつなが
りを広げています。活動は健康づくり、生きがいづくりの場にもなっ
ています。世界平和への願いを胸に、一緒に活動してみませんか。

与那原町赤十字奉仕団
大城 小夜委員長

活動歴
34年

昨年の基礎研修会で「気づき、考
え、実行する」ことの大切さを学
び、赤十字の理念や奉仕団員の役
割を再確認しました。自分の力を
どう地域に生かせるかを考えなが
ら、これからも励んでまいります。

子育てと親の介護がひと
段落し、還暦を機に何か
始めたいと思い入団しま
した。赤十字奉仕団の精
神を大切に、「人に優しい
町づくり」のお手伝いが
できればと思います。

新城 美貴子さんこれまで私や子どもたち
が与那原に支えていただ
いた恩返しを少しでもで
きればと入団しました。先
輩方から学びながら、が
んばっていきたいです。

仲宗根 あやのさん
活動歴
1年 活動歴

1年

上原 也子さん
活動歴
6年

街頭募金活動

ペットボトル
キャップ回収

バザー

炊き出し
など

福祉施設への
エプロン贈呈

献血の
呼びかけ主な活動

地域
をつなぐ ボランティアの力

奉仕団

与那原町

赤十字

福祉課 945-1525お問い合わせ

照屋 米子さん
活動歴
34年

長年、活動を続けられたのは健康でいら
れたからこそです。楽しく活動すること
が、健康維持にもつながっています。
ヤーグマイしたら大変です。仲間や地域
とのつながりが、毎日の大きな喜びに
なっています。

年齢・性別は問いません。与那原町赤十字奉仕団として
一緒に活動しませんか？お気軽にご連絡ください。

団員募集中
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生活環境安全課 からのお知らせ

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けて
いる町民および町内事業者への支援を目的に、「2026
与那原町つなひきかちゃん商品券」を無料配布します。
　対象となる世帯へは、商品券と引き換えができる引換
通知（はがき）を4月上旬より順次、世帯主あてに発送し
ます。引換通知（はがき）と身分証明書をご持参のうえ、
下記引換場所にて商品券とお引き換えください。
※各引換場所の定休日・営業時間等の詳細は、引換通知
（はがき）をご確認ください。

配布額
1人あたり 
8,000円分

対象者 令和7年12月31日時点で
与那原町に住民登録がある方

引換場所 ●与那原町社会福祉協議会
●与那原町観光交流施設
●軽便与那原駅舎展示資料館

持ち物 ●引換通知（はがき）
●本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）

引換期間
利用期間 4月13日（月）～7月17日（金）

令和8年

注意事項
引換通知（はがき）は4月上旬から順次発送しております。到着まで今しばらくお待ちください。
期間を過ぎると引換および利用はできませんのでご注意ください。

●
●

お問い合わせ先 945-3016【引換に関するお問い合わせ】与那原町社会福祉協議会
ブランド推進課 945-5323【対象者に関するお問い合わせ】

ごみ収集についてのお願い
－ごみの収集時間は指定できません－
　ごみの収集は、通常午前8時30分から午後4時頃までの間に各行政区を巡
回して行っています。ごみの量や交通状況、天候などにより収集ルートを変更す
る場合があるため、収集時間は日によって前後することがあります。また、特定
の地域が常に午前または午後の収集とならないように調整しています。
　午後の収集となる場合もありますが、限られた収集車と人員で作業しており
ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

回収できない場合
以下のような場合はごみを回収できないこ
とがあります。次回の収集日に正しくお出し
ください。

※ごみは必ず指定の時間までに、見通しの良い、
　きまった場所へお出しください。

●収集車が通過した後に出されたごみ
●作業員から見えにくい場所に出され
　たごみ

あさ8時30分までに
出してください

守ろう！ごみの出し方三原則
（下記のことを守らない場合、収集できません）

分別して、
決められた方法

きまった
ごみ

指定日の
朝8時30分までに

きまった
日時

一戸建ては門口
共同住宅は管理者
指定の場所へ

きまった
場所

見本 見本

〒901-1392
与那原町上与那原16
与那原 タロウ様
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お問い合わせ

赤十字奉仕団は日本赤十字社の理念のもと、地域
に暮らす住民が自主的に活動するボランティア団
体です。与那原町赤十字奉仕団は1991年に結成
され、今年で35年。地域に根ざした活動を行って
います。一人ひとりの小さな行動が集まり、大きな
支え合いの輪となっています。

赤十字奉仕団とは

赤十字奉仕団員の信条
すべての人々のしあわせを願い、陰の力と
なって人々に奉仕する
常に工夫して人々のために、より良い奉仕が
できるよう努める
身近な奉仕をひろげ、すべての人々と手をつ
ないで、世界の平和につくす

一、

一、

一、

団員の声

小さなボランティアの力が集まり、大き
な輪となって、地域、町、仲間とのつなが
りを広げています。活動は健康づくり、生きがいづくりの場にもなっ
ています。世界平和への願いを胸に、一緒に活動してみませんか。

与那原町赤十字奉仕団
大城 小夜委員長

活動歴
34年

昨年の基礎研修会で「気づき、考
え、実行する」ことの大切さを学
び、赤十字の理念や奉仕団員の役
割を再確認しました。自分の力を
どう地域に生かせるかを考えなが
ら、これからも励んでまいります。

子育てと親の介護がひと
段落し、還暦を機に何か
始めたいと思い入団しま
した。赤十字奉仕団の精
神を大切に、「人に優しい
町づくり」のお手伝いが
できればと思います。

新城 美貴子さんこれまで私や子どもたち
が与那原に支えていただ
いた恩返しを少しでもで
きればと入団しました。先
輩方から学びながら、が
んばっていきたいです。

仲宗根 あやのさん
活動歴
1年 活動歴

1年

上原 也子さん
活動歴
6年

街頭募金活動

ペットボトル
キャップ回収

バザー

炊き出し
など

福祉施設への
エプロン贈呈

献血の
呼びかけ主な活動

地域
をつなぐ ボランティアの力

奉仕団

与那原町

赤十字

福祉課 945-1525お問い合わせ

照屋 米子さん
活動歴
34年

長年、活動を続けられたのは健康でいら
れたからこそです。楽しく活動すること
が、健康維持にもつながっています。
ヤーグマイしたら大変です。仲間や地域
とのつながりが、毎日の大きな喜びに
なっています。

年齢・性別は問いません。与那原町赤十字奉仕団として
一緒に活動しませんか？お気軽にご連絡ください。

団員募集中
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生活環境安全課 からのお知らせ

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けて
いる町民および町内事業者への支援を目的に、「2026
与那原町つなひきかちゃん商品券」を無料配布します。
　対象となる世帯へは、商品券と引き換えができる引換
通知（はがき）を4月上旬より順次、世帯主あてに発送し
ます。引換通知（はがき）と身分証明書をご持参のうえ、
下記引換場所にて商品券とお引き換えください。
※各引換場所の定休日・営業時間等の詳細は、引換通知
（はがき）をご確認ください。

配布額
1人あたり 
8,000円分

対象者 令和7年12月31日時点で
与那原町に住民登録がある方

引換場所 ●与那原町社会福祉協議会
●与那原町観光交流施設
●軽便与那原駅舎展示資料館

持ち物 ●引換通知（はがき）
●本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）

引換期間
利用期間 4月13日（月）～7月17日（金）

令和8年

注意事項
引換通知（はがき）は4月上旬から順次発送しております。到着まで今しばらくお待ちください。
期間を過ぎると引換および利用はできませんのでご注意ください。

●
●

お問い合わせ先 945-3016【引換に関するお問い合わせ】与那原町社会福祉協議会
ブランド推進課 945-5323【対象者に関するお問い合わせ】

ごみ収集についてのお願い
－ごみの収集時間は指定できません－
　ごみの収集は、通常午前8時30分から午後4時頃までの間に各行政区を巡
回して行っています。ごみの量や交通状況、天候などにより収集ルートを変更す
る場合があるため、収集時間は日によって前後することがあります。また、特定
の地域が常に午前または午後の収集とならないように調整しています。
　午後の収集となる場合もありますが、限られた収集車と人員で作業しており
ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

回収できない場合
以下のような場合はごみを回収できないこ
とがあります。次回の収集日に正しくお出し
ください。

※ごみは必ず指定の時間までに、見通しの良い、
　きまった場所へお出しください。

●収集車が通過した後に出されたごみ
●作業員から見えにくい場所に出され
　たごみ

あさ8時30分までに
出してください

守ろう！ごみの出し方三原則
（下記のことを守らない場合、収集できません）

分別して、
決められた方法

きまった
ごみ

指定日の
朝8時30分までに

きまった
日時

一戸建ては門口
共同住宅は管理者
指定の場所へ

きまった
場所

見本 見本

〒901-1392
与那原町上与那原16
与那原 タロウ様
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学校教育課 945-2361お問い合わせ

子育て支援課 945-6520お問い合わせ

申込期間：4月20日（月）～5月15日（金）まで

相談時間▶
日　　時▶

場　　所▶

50分程度
５月29日（金）・３0日（土）

上の森かなちホール
10:00～16:30

LINEで申し込みができます。
右記のQRコードを読み込んでください。
※申込書が必要な方は、お手数ですが
　学校教育課までお問い合わせください。

対 象 者▶就学前のお子さま
者護保の）歳６～歳２ねむおお（   

※相談日時は調整後、LINEにて保護者へ通知します
法
方
込
申

　子どもの健やかな成長には、一人ひとりに寄り添った
早期サポートが大切です。集団生活や育児、発達、教育に
関する不安や悩みはありませんか？ 今年も心理士や教員
など専門家による相談会を実施します。
　小学校入学の不安や日々の養育など、どんな小さなこ
とでも構いません。ひとりで抱え込まず、お気軽にご相談
ください。
※お子さまを同伴される場合は、事前にご連絡ください。

相談内容例

学校の状況を知りたい

●
●
●
●
●
●
● 学校を見学してみたい

発音や話し方がはっきりしない
落ち着きがなく一つのことに集中しない
指示や内容を理解することが難しい
食べ物や遊びなど、こだわりが強い
感情のコントロールが難しい など

就学・教育相 談 会
令和8年度 与那原町教育委員会主催

４月からスタートします！

利用日時点で生後６か月～３歳未満の児童（３歳の誕生日の前々日まで）
保育所・幼稚園・認定こども園・小規模保育事業等、企業主導型保育施設
に在籍していないこと

1人あたり月10時間

対象者

利用可能時間
１時間あたり300円利用料金

実施場所 阿知利保育所

申請手続きや
制度の詳細は
町ホームページを
ご確認ください▶

　令和８年４月から「こども誰でも通園制度」が始まります。ふだん保育所などに通っ
ていないお子さまが、保護者の就労の有無に関わらず保育所などを利用できる制度で
す。お子さまが同世代のおともだちと触れ合いながら成長できる機会をつくるととも
に、子育ての不安や負担の軽減につなげます。
　利用には申請や面談が必要となりますので、ぜひお早めにお問い合わせください。
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どなたでもお気軽にご相談ください

健康保険課　 945-6633（保健衛生班）  お問い合わせ 子育て支援課 945-6520

こ ど も 家 庭 セ ン タ ー を開設します
与 那 原 町 令和8年4月1日

窓口相談／9：00～16：30
電話相談／8：30～17：15

相談
時間 （12：00～13：00除く）平日

悩みや相談ごと 何でもおうかがいします

保健師・栄養士 社会福祉士社会福祉士等等

こども家庭センターは、すべての妊産婦、子育て世帯、0歳から18歳までの
お子さんを対象とした、総合相談窓口です。健康保険課と子育て支援課で連携を強化し、

母子保健と児童福祉の一体的な支援を行います。

妊娠・出産・子育てについての総合相談窓口です

授乳や離乳食の
相談がしたい

きょうだいの
世話や家事で

自分の時間がない

どんな
子育てサービス
があるの？

子育て支援課
　18歳までのお子さんや子育て家庭の
心配事に応じて、相談支援を行います。

●家庭児童相談 
●児童虐待に関する相談 
●ヤングケアラーに関する相談
●ひきこもり相談

子ども相談

　妊娠期から子育て期の様々な不安や
悩みについて相談支援を行います。

●親子健康手帳（母子手帳）の交付
●マタニティスクール
●乳幼児健康診査・健康相談
●産後ケア事業
●子どもの発育や発達の相談

母子保健

健康保険課
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学校教育課 945-2361お問い合わせ

子育て支援課 945-6520お問い合わせ

申込期間：4月20日（月）～5月15日（金）まで

相談時間▶
日　　時▶

場　　所▶

50分程度
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上の森かなちホール
10:00～16:30
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右記のQRコードを読み込んでください。
※申込書が必要な方は、お手数ですが
　学校教育課までお問い合わせください。
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者護保の）歳６～歳２ねむおお（   
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法
方
込
申
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●
●
●
●
●
●
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ご確認ください▶

　令和８年４月から「こども誰でも通園制度」が始まります。ふだん保育所などに通っ
ていないお子さまが、保護者の就労の有無に関わらず保育所などを利用できる制度で
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健康保険課 945-6633（保健衛生班）お問い合わせ

乳幼児健診・相談日程表

■実施場所　上の森かなちホール

乳幼児健康診査は、お子さんの発達・発育を確認するとともに、子育てについて
相談できる大切な機会です。ぜひ受診をお願いします。

親子健康手帳（母子手帳）の発行は
事前予約制となります。
QRコードを読み取り、
画面の指示の通り進ん
でください。

マタニティスクール

【対象者】妊娠32週頃までの妊婦

○受付時間／9：45　10:00開始

①
②
③
④
⑤
⑥

 4 月28日（火）
 ６ 月30日（火）
 ９ 月 1 日（火）
10月28日（水）
12月23日（水）
 ２ 月10日（水）

２歳児歯科検診
○受付時間／13：30～14：30

３歳児健診
○受付時間／13：15～14：30

１歳６か月児健診
○受付時間／13：15～14：30

【対象年齢】１歳６か月～２歳未満

 ４ 月 2 日（木）
 ５ 月14日（木）
 ７ 月 2 日（木）
 ８ 月 6 日（木）
 ９ 月 3 日（木）
10月 1 日（木）
11月 5 日（木）
 １ 月 8 日（金）※
 ２ 月 4 日（木）
 ３月 4 日（木）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
※令和９年１月８日のみ金曜日となります

乳児一般健診
○受付時間／13：15～15：00

前期：おおむね4～5か月児
後期：おおむね9～10か月児

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

 ４ 月 4 日（土）
 ５ 月 9 日（土）
 ６ 月 6 日（土）
 ７ 月 4 日（土）
 ８ 月 8 日（土）
 ９ 月 5 日（土）
10月 3 日（土）
11月 7 日（土）
12月 5 日（土）
 １ 月 9 日（土）
 ２ 月13日（土）
 ３ 月 6 日（土）

【対象年齢】

７か月児健康相談
○受付時間／13：15～15：00

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

 ４ 月22日（水）
 ５ 月20日（水）
 ６ 月17日（水）
 ７ 月15日（水）
 ８ 月19日（水）
 ９ 月16日（水）
10 月21日（水）
11月18日（水）
12 月16日（水）
 １ 月20日（水）
 2 月17日（水）
 ３ 月17日（水）

【対象年齢】おおむね７か月

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

 ４月 9 日（木）
６月 4 日（木）
７月 9 日（木）
８月13日（木）
９月1０日（木）
10月 8 日（木）
12月 3 日（木）
２月18日（木）
３月11日（木）

【対象年齢】２歳６か月～３歳未満 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

 ４ 月23日（木）
 ５ 月28日（木）
 ６ 月25日（木）
 ７ 月23日（木）
 ８ 月20日（木）
 ９ 月17日（木）
10月22日（木）
11月26日（木）
12月24日（木）
 1 月28日（木）
 2 月25日（木）
 3 月25日（木）

【対象年齢】３歳５か月～４歳未満

健診対象者へは個別に通知いたします。スムーズに受
診できるように、受付時間を分けてご案内しています。
ご都合がつかない場合はご連絡ください。

台風などの緊急時には安全を考慮し、健診を延期・
中止する場合があります。
最新の開催状況については、町ホームページまたは
公式LINEでご確認ください。

●

●
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　交流センターひざしは、障がいのある
方々が地域で自分らしく生活できるよう、自
立と社会参加を支援しています。社会見
学やピクニックも実施しており、参加の際
はお申し込みが必要です。まずはお気軽
にお問い合わせください。

4 月

※日程や場所は変更す
ることもあるため、参加
したい方は必ずお問い
合わせください。

の主な
クラブ活動

与那原町交流センターひざし 882-8357お問い合わせ

与那原町地域包括支援センター 945-1525お問い合わせ

　ゆくりカフェは、認知症について学んだり、困りごとなどを相談で
きる支援スペースです。今月はみんなでよんな～ユンタクして楽し
みましょう。ご参加をお待ちしています。

日
場
対

４月21日（火）13:30～15:00
町営江口団地A棟 １階 団らん室
町内在住の方

４月2日（木）
13：40～14：40

ひざし定例会
４月13・20・27日（月）
13：40～14：40

手工芸・工作クラブ
４月7・14・21日（火）
13：40～14：40

美化・園芸クラブ

４月3・17日（金）
13：40～14：40

軽スポーツクラブ
４月23日（木）
10：00～12：00

調理クラブ
4月22日（水）
10：00～12：00

映画鑑賞クラブ

茶話会
4月の活動

を利用しよう！ 新春もちつき大会を開催。
きな粉餅やぜんざいにしていただきました

県身体障害者協会より講師をお招きし、
軽スポーツ「卓球バレー」を楽しみました

　施設内にある「いこいスペー
ス」は障がいを持つ方だけでな
く、地域の皆さんも自由に過ご
せる場所です。おしゃべりやテレ
ビ観賞などに利用いただけま
す。ぜひ遊びに来てください。

【開館日】
平日9:30～16:00い いこ スペース

認知症に関心がある
すべての方へ

国保・後期高齢者
医療加入者の皆さま 集団健診がはじまります！
　健診は、年に1回、ご自身の健康状態を確認するための大切な機会で
す。受診券をご利用いただくと、約8,000円相当の検査を無料（自己負
担0円）で受けることができます。
　健診を受けて、ご自身の体の状態を確認しましょう。

令和8年度 集団健診日程表

受けられる健診 特定・一般・長寿・がん検診（胃・肺・大腸）

健 診 場 所 上の森かなちホール
※集団健診で婦人がん検診は実施しません。個別医療機関で受診をお願いします。

※都合により日程・健診場所が変更になる場合がございます。ご了承ください。
※県内ほとんどの医療機関でも特定健診・一般健診・長寿健診が受けられます。
　医療機関へ直接ご予約してください。

健診結果で精密検査や治療が必要と判定された場合は、速やかに医療機関を受診しましょう。
健康保険課 945-6633（保健衛生班）お問い合わせ

受診する 生活習慣の改善や
治療に取り組む 体の変化に気づく

調子いいかも

令和８年度

実 施 日 受付時間

8:00
〜

10:00

5月17日（日）
6月14日（日）
7月  5日（日）
8月  2日（日）
9月  6日（日）
10月  4日（日）
10月  5日（月）
12月  6日（日）
1月17日（日）

町公式LINEから
予約できます

健診結果から
体の状態を知る
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健康保険課 945-6633（保健衛生班）お問い合わせ

乳幼児健診・相談日程表

■実施場所　上の森かなちホール

乳幼児健康診査は、お子さんの発達・発育を確認するとともに、子育てについて
相談できる大切な機会です。ぜひ受診をお願いします。

親子健康手帳（母子手帳）の発行は
事前予約制となります。
QRコードを読み取り、
画面の指示の通り進ん
でください。

マタニティスクール

【対象者】妊娠32週頃までの妊婦

○受付時間／9：45　10:00開始

①
②
③
④
⑤
⑥

 4 月28日（火）
 ６ 月30日（火）
 ９ 月 1 日（火）
10月28日（水）
12月23日（水）
 ２ 月10日（水）

２歳児歯科検診
○受付時間／13：30～14：30

３歳児健診
○受付時間／13：15～14：30

１歳６か月児健診
○受付時間／13：15～14：30

【対象年齢】１歳６か月～２歳未満

 ４ 月 2 日（木）
 ５ 月14日（木）
 ７ 月 2 日（木）
 ８ 月 6 日（木）
 ９ 月 3 日（木）
10月 1 日（木）
11月 5 日（木）
 １ 月 8 日（金）※
 ２ 月 4 日（木）
 ３月 4 日（木）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
※令和９年１月８日のみ金曜日となります

乳児一般健診
○受付時間／13：15～15：00

前期：おおむね4～5か月児
後期：おおむね9～10か月児

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

 ４ 月 4 日（土）
 ５ 月 9 日（土）
 ６ 月 6 日（土）
 ７ 月 4 日（土）
 ８ 月 8 日（土）
 ９ 月 5 日（土）
10月 3 日（土）
11月 7 日（土）
12月 5 日（土）
 １ 月 9 日（土）
 ２ 月13日（土）
 ３ 月 6 日（土）

【対象年齢】

７か月児健康相談
○受付時間／13：15～15：00

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

 ４ 月22日（水）
 ５ 月20日（水）
 ６ 月17日（水）
 ７ 月15日（水）
 ８ 月19日（水）
 ９ 月16日（水）
10 月21日（水）
11月18日（水）
12 月16日（水）
 １ 月20日（水）
 2 月17日（水）
 ３ 月17日（水）

【対象年齢】おおむね７か月

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

 ４月 9 日（木）
６月 4 日（木）
７月 9 日（木）
８月13日（木）
９月1０日（木）
10月 8 日（木）
12月 3 日（木）
２月18日（木）
３月11日（木）

【対象年齢】２歳６か月～３歳未満 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

 ４ 月23日（木）
 ５ 月28日（木）
 ６ 月25日（木）
 ７ 月23日（木）
 ８ 月20日（木）
 ９ 月17日（木）
10月22日（木）
11月26日（木）
12月24日（木）
 1 月28日（木）
 2 月25日（木）
 3 月25日（木）

【対象年齢】３歳５か月～４歳未満

健診対象者へは個別に通知いたします。スムーズに受
診できるように、受付時間を分けてご案内しています。
ご都合がつかない場合はご連絡ください。

台風などの緊急時には安全を考慮し、健診を延期・
中止する場合があります。
最新の開催状況については、町ホームページまたは
公式LINEでご確認ください。

●

●
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みましょう。ご参加をお待ちしています。

日
場
対

４月21日（火）13:30～15:00
町営江口団地A棟 １階 団らん室
町内在住の方
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茶話会
4月の活動
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【開館日】
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認知症に関心がある
すべての方へ

国保・後期高齢者
医療加入者の皆さま 集団健診がはじまります！
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令和8年度 集団健診日程表
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※集団健診で婦人がん検診は実施しません。個別医療機関で受診をお願いします。

※都合により日程・健診場所が変更になる場合がございます。ご了承ください。
※県内ほとんどの医療機関でも特定健診・一般健診・長寿健診が受けられます。
　医療機関へ直接ご予約してください。

健診結果で精密検査や治療が必要と判定された場合は、速やかに医療機関を受診しましょう。
健康保険課 945-6633（保健衛生班）お問い合わせ

受診する 生活習慣の改善や
治療に取り組む 体の変化に気づく

調子いいかも

令和８年度

実 施 日 受付時間

8:00
〜

10:00

5月17日（日）
6月14日（日）
7月  5日（日）
8月  2日（日）
9月  6日（日）
10月  4日（日）
10月  5日（月）
12月  6日（日）
1月17日（日）

町公式LINEから
予約できます

健診結果から
体の状態を知る
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5月11日（月）スタート！5月11日（月）スタート！
放課後子ども教室 参加者募集中参加者募集中前期

与那原町では、子どもたちが放課後を安心して過ごせる居場所づくりとして
「放課後子ども教室」を実施しています。

地域の方 （々地域コーディネーター・ボランティアスタッフ）が見守る中、
学校の空き教室などを活用して活動を行います。

宿題をしたり、体を動かしたり、各種講座に参加したり。
子どもたちが友だちや地域の大人と交流しながら、
楽しく学べる環境を提供します。ぜひご応募ください。

放課後の時間を、もっと楽しく放課後の時間を、もっと楽しく

生涯学習振興課 871-9981お問い合わせ

地域コーディネーター募集
　放課後子ども教室の運営を支える地域コーディネーターを
募集しています。学校と地域をつなぎ、子どもたちの活動をサ
ポートするやりがいのあるお仕事です。

●学校やボランティアスタッフとの連絡調整
●活動に関する助言、指導
●ボランティアや講師などの人材発掘・確保など
令和８年４月１日～令和９年３月31日
※４月２日以降採用の場合も令和９年３月31日まで
生涯学習振興課　執務室

時給1,500円

月末締め／翌月第３金曜に銀行振込

●原則、町内在住の方
●パソコンを使用した簡単な事務作業ができる方
●お手持ちのスマートフォンでLINE連絡ができる方
●学校教育、社会教育に理解がある方
●事業の推進に熱意のある方

●週３日（週15時間）程度
   ※1日あたり５時間以内、
      8:30～17:15の間

委嘱期間

勤務場所 応募要件
報　   酬

勤務時間

報酬支払

主な業務

※社会保険・雇用保険の適用はありません。

昨年の活動の様子

●生涯学習振興課窓口
●町ホームページの申込QRコード

※活動内容は状況により変更する場合があります。

※12:00～13:00除く、最終日は19:00まで受付

４月13日（月）～4月24日（金）
平日9:00～16:30

※本事業は放課後児童クラブ（学童）のような預かり事業ではありません。

対  　象

開催日時

活動場所

参 加 料

申込方法

町立小学校に通学している児童
平日 月・水・金曜　帰りの会終了後から約２時間
通学している小学校の空き教室など

以下のいずれかでお申し込みください。

前期（5月～10月） 2,500円
※保険料・材料費・受講料込み、クッキングは別途500円徴収します

※参加の手引きは町ホームページで確認・ダウンロードできます

受付
期間

子どもたちの放課後を育てる
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町コミュニティセンター 835-8220お問い合わせ

総務課 945-2201お問い合わせ

　与那原町では毎年、60歳以上の皆さまの生涯学習を支援する「上の森学園」を開講しています。現在、
学園生を募集中です。新たな学びを楽しみながら、いきいきとした毎日への一歩を踏み出してみませんか？

　さまざまな町政情報を配信している町LINE公式アカウ
ントのメニューボタンがリニューアル！カテゴリー別に整
理され、知りたい情報や受け取りたい情報へ、よりスムーズ
にアクセスできるようになりました。ぜひ新しくなったメ
ニュー画面をタップしてご確認ください。

体育施設の予約や各種手続きの申請
ごみ収集日の通知設定や
暮らしに役立つ情報

学校の欠席連絡や子育てに関する各種情報

▲友達追加は
こちらから

開 設 機 関

定 　  　員

町在住の60歳以上の方
定員20名 ※先着順
与那原町教育委員会

学 習 期 間 6月～令和9年3月まで（1年履修制）

学習時間数 年間34時間以上
場 　  　所 町コミュニティーセンター
授 業 料 なし（ただし材料・茶菓子などは自己負担）
申込み〆切　５月20日（水）16:00まで
申 込 先

日 時
場 所

6月1日（月）14:00～15:00
町コミュニティーセンター
（第2研修室）

町コミュニティーセンター ※電話受付
※入学が決定された方には、オリエンテーションのご案内をお送り
　いたします。

学 習 日 時 毎月第２・４月曜
※講座内容によって曜日・時間に変更あり

オリエンテーション学習対象者

6月15日（月）14:00～16:00
町コミュニティーセンター
（第2研修室）

開講式
日 時
場 所
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与那原町観光交流施設 945-3335お問い合わせ

４月8日～6月3日（水・全7回）    15：50～16：50　 ２F多目
的室　  新城正 　 4～6歳　 5名　  4,000円　  受付中

こども空手教室［第1期］

時期期
講講 対対

場場
申費定定

相手の体に拳を当
てない「型」の空手
道です。空手を通じ
てあいさつの仕方
や礼儀作法も学べ
ます。

ベビーママヨガ＆マタニティヨガ教室［第１期］

時期期期期
講講 対対

場場

申費
定定

4月10日～6月5日（金・全8回）　 11：30～12：30　  2F多
目的室　   阿南志保子　  産後1カ月を過ぎたママとベビー　  10
組　 5,000円　  受付中

骨盤底筋をケアして産後太り
を解消！さらに、ベビーとの
スキンシップで親子の絆を深
めながら、自律神経のバラン
スを整え、子育てストレスの
軽減を図ります。

夜筋力アップピラティス教室［第1期］

時期期
講講 対対場場

申費
定定

４月13日～6月8日（月・全8回）　  ①19：15～20：15、②
20：30～21：30　  2F多目的室　  佐久川正之 　一般　   各
10名     5,000円　   受付中

ピラティスを中心に体のスト
レッチ、筋力強化、バランス
強化を目的としたトレーニン
グを行います。食事の整え方
もレクチャーしながら強く美
しい体作りをサポートします。

4月16日～6月4日（木曜・全8回）　  3～4歳15：00～15：
50、5～6歳16：00～17：00　  1Fアリーナ　　屋比久隆生
（J-SPOインストラクター）　  3～6歳 　  各15名　  5,000円
　 受付中

幼児運動教室［第１期］

時期期
講講

対対
場場

申
費定定

幼児期の基礎運動能
力アップを目的に柔軟
体操、マット運動、とび
箱、ラダーなどを使っ
た運動を行います。

５月５日（火）    14：00～16：00 　 2F多目的室 　 森谷妙子 
15人     2,500円 　 受付中 　  好きな塩50ｇ（粗塩がおす

すめです）、ふきん2枚、室内履き

4月13日～6月8日（月曜・全8回）　  17：30～19：00　  ア
リーナ　  屋比久隆生（J-SPOインストラクター）    小学生　   
20名     5,000円　  受付中

完熟梅干し作り教室

嘉手納産の自然栽
培・完熟梅を使用。無
農薬で育てた安心・
安全な梅で、おいし
い梅干しを作ってみ
ませんか？

場期期 時
持定

講
費費 申申

ジュニア運動能力アップ教室［第１期］

時期期
講講 対対

場場

申費
定定

あらゆるスポーツ動作に
つながる基本「走る・飛
ぶ・バランス・体のコント
ロール」などをしっかりと
習得するための運動能力
向上プログラムです。

4月8日～6月10日（水・全８回）　  14：00～15：00　  2F
多目的室　   屋比久隆生（J-SPOインストラクター）　   一般   
　 10名 　 5,000円　   受付中

ボディシェイプ教室［第１期］

時日日
講講 対対

場場

申費定定

ランニングコース、トレー
ニング室、多目的室をフ
ル活用し、全身をバラン
ス良くトレーニング。自分
に合った方法で体を健康
的に引き締めましょう!

多肉植物寄せ植え教室
色とりどりの多肉植物を使用し、リー
ス型の寄せ植えを作ります。母の日の
プレゼントにも最適です。日頃の感謝
の気持ちを込めて、手作りのギフトを
贈ってみませんか？

５月９日（土）    14：00～16：00
　２F多目的室　  當山節子　  一
般　  15名     3,000円　   受付中

日日
講講 対対

費 申定定

時
場場

①観光交流施設の窓口または電話にて予約
②窓口にて申込手続きおよび受講料の支払い 
③申込完了

※先着順となります。※費用には保険料または材料費を含みます。
※期限内に申込みが完了しない場合はキャンセル扱いとなります。
※都合により日程を変更または中止する場合があります。

申込方法

期間 日 日程 時 時間 場 場所 講 講師 対 対象期 定定員 費費用 持持ちもの 申申し込み

教 室 あ ん な い与那原町観光交流施設
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戦後のあゆみ⑬ 学校給食の変遷

生涯学習振興課 871-9981お問い合わせ

町史編纂室より

【写真１】パン・ミルク給食（1962年 与那原中学校）
この量では足りない生徒はおかずを持参していました

　4月は入学シーズン。今回は、新入生の学校生活での楽しみ
の一つでもある学校給食について取り上げます。
　現在の給食は主食・おかず・牛乳が提供される完全給食です
が、戦後すぐにこのようなスタイルになったわけではありませんで
した。
　町での学校給食は敗戦直後には行われておらず、1956年に
脱脂粉乳が配られるミルク給食が与那原小・中学校で開始され
ました。1960年にはパンを加えたパン・ミルク給食が同小・中学校
で始まり、1965年、与那原小学校から完全給食が実施されてい
きました。その後1978年には町の給食センターが開設され、こ
こから各学校へ給食が提供されるようになり、与那原中学校でも
完全給食となりました。
　復帰後、給食の献立に、米飯の提供や、県産生乳の導入が順
次行われていきました。また、近年、食育の推進の一環として、郷
土料理や地元の特産食材を用いたメニューも取り入れられるよ
うにもなってきています。本町では、2015年に町内小中学校の
給食に町で採れたヒジキを使った献立が初めて登場しました。
　このような変遷からも、学校給食は、世相を反映しつつ、子供
たちの心や身体を育むための配慮や工夫が図られて、現在に
至っている様子が見てとれます。 【写真2】町で採れた生ヒジキを使った給食献立（2015年）

へいこう！

与那原町立図書館 946-6959お問い合わせ

暁星
湊 かなえ／双葉社

　現役文部科学大臣
で文壇の大御所作家
でもある清水義之が、
式典の最中に男に刺
され死亡した。逮捕
された男・永瀬暁が
週刊誌に発表しはじめた手記には、清
水が深く関わっているとされる新興宗
教に対する恨みが綴られていて…。

13歳からの
マーケティング
永井 竜之介／総合法令出版

　ビジネスの仕組みが
学べる。人の行動心理
がわかる。コミュニケー
ション・デザインが身
につく。子どもも大人
も知っておきたい価値の高め方。世の中
は“仕掛け”であふれている。世界一わか
りやすいマーケティングの入門書！

しょうがくいちねんせいのいちにち
つぼい じゅり／教育画劇

　ひろくんは小
学1年生。ラン
ドセルを背負っ
て元気に登校
します。今日は
苦手な授業が
あって…。休み時間や給食、掃除の時間な
どの様子を紹介した、学校の一日がよくわ
かる紙芝居！

利用カードの有効期限の更新時期です
　図書館では年度ごとにご住所の確認を行っています。
中学生以上の方は身分証や学生証の提示、小学生以下の
お子様は保護者の身分証での確認、もしくは更新申請書の
提出をお願いしています。
在勤資格で登録されている方は身分証の提示
と在勤証明書の提出、在学資格で登録されてい
る方は学生証の提示をお願いいたします。

【4/23～5/12】こどもの読書週間
2026年の標語は

「ことばがきみのはねになる」です。
　図書館では期間中子どもたちが本に親
しめるよう、様々なイベントを開催します。
ぜひご来館ください。

▲図書館の
詳細はこちら

4月
日  月  火  水  木  金  土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

休館日

『与那原町史 図説編 与那原 教育のあゆみ』与那原町史編集委員会編集（2019年）
『60年のあゆみ 創立記念誌』公益財団法人 沖縄県学校給食会発行（2024年）

主要参考文献：

火～金曜
10:00～19:00

土・日曜
10:00～17:00

開館時間
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与那原町観光交流施設 945-3335お問い合わせ

４月8日～6月3日（水・全7回）    15：50～16：50　 ２F多目
的室　  新城正 　 4～6歳　 5名　  4,000円　  受付中

こども空手教室［第1期］

時期期
講講 対対

場場
申費定定

相手の体に拳を当
てない「型」の空手
道です。空手を通じ
てあいさつの仕方
や礼儀作法も学べ
ます。

ベビーママヨガ＆マタニティヨガ教室［第１期］

時期期期期
講講 対対

場場

申費
定定

4月10日～6月5日（金・全8回）　 11：30～12：30　  2F多
目的室　   阿南志保子　  産後1カ月を過ぎたママとベビー　  10
組　 5,000円　  受付中

骨盤底筋をケアして産後太り
を解消！さらに、ベビーとの
スキンシップで親子の絆を深
めながら、自律神経のバラン
スを整え、子育てストレスの
軽減を図ります。

夜筋力アップピラティス教室［第1期］

時期期
講講 対対場場

申費
定定

４月13日～6月8日（月・全8回）　  ①19：15～20：15、②
20：30～21：30　  2F多目的室　  佐久川正之 　一般　   各
10名     5,000円　   受付中

ピラティスを中心に体のスト
レッチ、筋力強化、バランス
強化を目的としたトレーニン
グを行います。食事の整え方
もレクチャーしながら強く美
しい体作りをサポートします。

4月16日～6月4日（木曜・全8回）　  3～4歳15：00～15：
50、5～6歳16：00～17：00　  1Fアリーナ　　屋比久隆生
（J-SPOインストラクター）　  3～6歳 　  各15名　  5,000円
　 受付中

幼児運動教室［第１期］

時期期
講講

対対
場場

申
費定定

幼児期の基礎運動能
力アップを目的に柔軟
体操、マット運動、とび
箱、ラダーなどを使っ
た運動を行います。

５月５日（火）    14：00～16：00 　 2F多目的室 　 森谷妙子 
15人     2,500円 　 受付中 　  好きな塩50ｇ（粗塩がおす

すめです）、ふきん2枚、室内履き

4月13日～6月8日（月曜・全8回）　  17：30～19：00　  ア
リーナ　  屋比久隆生（J-SPOインストラクター）    小学生　   
20名     5,000円　  受付中

完熟梅干し作り教室

嘉手納産の自然栽
培・完熟梅を使用。無
農薬で育てた安心・
安全な梅で、おいし
い梅干しを作ってみ
ませんか？

場期期 時
持定

講
費費 申申

ジュニア運動能力アップ教室［第１期］

時期期
講講 対対

場場

申費
定定

あらゆるスポーツ動作に
つながる基本「走る・飛
ぶ・バランス・体のコント
ロール」などをしっかりと
習得するための運動能力
向上プログラムです。

4月8日～6月10日（水・全８回）　  14：00～15：00　  2F
多目的室　   屋比久隆生（J-SPOインストラクター）　   一般   
　 10名 　 5,000円　   受付中

ボディシェイプ教室［第１期］

時日日
講講 対対

場場

申費定定

ランニングコース、トレー
ニング室、多目的室をフ
ル活用し、全身をバラン
ス良くトレーニング。自分
に合った方法で体を健康
的に引き締めましょう!

多肉植物寄せ植え教室
色とりどりの多肉植物を使用し、リー
ス型の寄せ植えを作ります。母の日の
プレゼントにも最適です。日頃の感謝
の気持ちを込めて、手作りのギフトを
贈ってみませんか？

５月９日（土）    14：00～16：00
　２F多目的室　  當山節子　  一
般　  15名     3,000円　   受付中

日日
講講 対対

費 申定定

時
場場

①観光交流施設の窓口または電話にて予約
②窓口にて申込手続きおよび受講料の支払い 
③申込完了

※先着順となります。※費用には保険料または材料費を含みます。
※期限内に申込みが完了しない場合はキャンセル扱いとなります。
※都合により日程を変更または中止する場合があります。

申込方法

期間 日 日程 時 時間 場 場所 講 講師 対 対象期 定定員 費費用 持持ちもの 申申し込み

教 室 あ ん な い与那原町観光交流施設
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戦後のあゆみ⑬ 学校給食の変遷

生涯学習振興課 871-9981お問い合わせ

町史編纂室より

【写真１】パン・ミルク給食（1962年 与那原中学校）
この量では足りない生徒はおかずを持参していました

　4月は入学シーズン。今回は、新入生の学校生活での楽しみ
の一つでもある学校給食について取り上げます。
　現在の給食は主食・おかず・牛乳が提供される完全給食です
が、戦後すぐにこのようなスタイルになったわけではありませんで
した。
　町での学校給食は敗戦直後には行われておらず、1956年に
脱脂粉乳が配られるミルク給食が与那原小・中学校で開始され
ました。1960年にはパンを加えたパン・ミルク給食が同小・中学校
で始まり、1965年、与那原小学校から完全給食が実施されてい
きました。その後1978年には町の給食センターが開設され、こ
こから各学校へ給食が提供されるようになり、与那原中学校でも
完全給食となりました。
　復帰後、給食の献立に、米飯の提供や、県産生乳の導入が順
次行われていきました。また、近年、食育の推進の一環として、郷
土料理や地元の特産食材を用いたメニューも取り入れられるよ
うにもなってきています。本町では、2015年に町内小中学校の
給食に町で採れたヒジキを使った献立が初めて登場しました。
　このような変遷からも、学校給食は、世相を反映しつつ、子供
たちの心や身体を育むための配慮や工夫が図られて、現在に
至っている様子が見てとれます。 【写真2】町で採れた生ヒジキを使った給食献立（2015年）

へいこう！

与那原町立図書館 946-6959お問い合わせ

暁星
湊 かなえ／双葉社

　現役文部科学大臣
で文壇の大御所作家
でもある清水義之が、
式典の最中に男に刺
され死亡した。逮捕
された男・永瀬暁が
週刊誌に発表しはじめた手記には、清
水が深く関わっているとされる新興宗
教に対する恨みが綴られていて…。

13歳からの
マーケティング
永井 竜之介／総合法令出版

　ビジネスの仕組みが
学べる。人の行動心理
がわかる。コミュニケー
ション・デザインが身
につく。子どもも大人
も知っておきたい価値の高め方。世の中
は“仕掛け”であふれている。世界一わか
りやすいマーケティングの入門書！

しょうがくいちねんせいのいちにち
つぼい じゅり／教育画劇

　ひろくんは小
学1年生。ラン
ドセルを背負っ
て元気に登校
します。今日は
苦手な授業が
あって…。休み時間や給食、掃除の時間な
どの様子を紹介した、学校の一日がよくわ
かる紙芝居！

利用カードの有効期限の更新時期です
　図書館では年度ごとにご住所の確認を行っています。
中学生以上の方は身分証や学生証の提示、小学生以下の
お子様は保護者の身分証での確認、もしくは更新申請書の
提出をお願いしています。
在勤資格で登録されている方は身分証の提示
と在勤証明書の提出、在学資格で登録されてい
る方は学生証の提示をお願いいたします。

【4/23～5/12】こどもの読書週間
2026年の標語は

「ことばがきみのはねになる」です。
　図書館では期間中子どもたちが本に親
しめるよう、様々なイベントを開催します。
ぜひご来館ください。

▲図書館の
詳細はこちら

4月
日  月  火  水  木  金  土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

休館日

『与那原町史 図説編 与那原 教育のあゆみ』与那原町史編集委員会編集（2019年）
『60年のあゆみ 創立記念誌』公益財団法人 沖縄県学校給食会発行（2024年）

主要参考文献：

火～金曜
10:00～19:00

土・日曜
10:00～17:00

開館時間
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期間 日 日程 時 時間 場 場所 講 講師 対 対象期 定定員 費費用 申 申し込み

information お 知らせ

戸籍のフリガナの確認はお済みですか？

お問い合わせ 945-2072住民課

　昨年５月以降、本籍地の市区町村から「戸籍に記載され
るフリガナの通知書」が送付されています。通知されたフリガ
ナが誤っている場合、令和８年５月25日まで
に届出をお願いします。※正しい場合は届出
不要です。
詳細は法務省ホームページをご確認ください▶

5月10日（日） 8:00～13:00予定日
町内各地場

4月6日（月）～10日（金）募集期間
申し込みは
こちらから▶

与那原町戦跡めぐり

お問い合わせ・お申し込み 945-2201総務課

　町内の戦跡や沖縄戦に関係する場所をめぐり、戦争の本
質や平和について考えるツアーを実施します。参加費は無料
です。先着順となりますのでお早めにお申し込みください。
※雨天などの事情により、内容を変更する場合があります。

与那原うんたま森合唱団　定期演奏会

お問い合わせ 090-8799-4355（小波津）与那原うんたま森合唱団

うんたま森の音楽会

4月5日（日）
 開場14:00 開演14:30

日

上の森かなちホール場
一般500円、高校生以下無料料

　第1部では合唱祭やヴォーカルアンサンブルコンテスト
で披露した楽曲を、第2部ではゲストやピアニストによるソロ
演奏を、第3部では思わず口ずさみたくなる親しみのある
楽曲などをお届けする予定です。
　春の午後、世代を問わずお楽しみいただける音楽のひと
ときをお届けします。

昨年の演奏会の様子

2月のTNRは5頭 さくらねこ事業報告

江口2頭板良敷3頭
　TNR活動を続け、ひところに
比べて捕獲数は半減しました
が、最近新たに10頭が繁殖した
場所もあり、まだ気はゆるめら
れません。子猫が生後2カ月頃
になると母猫は手術ができます。気になる猫を見かけた方は
早めに情報をお寄せください。また猫は交尾をするとほぼ
100％妊娠し、約60日で出産します。「産ませない・増やさな
い」ためにも、皆さまのご協力を願いします。
　２月17日～22日まで開催した「222猫の日展」には多くの
方が来場され、熱心にパネルをご覧いただきました。餌やりさ
んマップでは、日々自費で餌やりを続けている60数名の方
がいることに驚く声も多く、ＴＮＲ活動への理解が広がりまし
た。キャットフードの寄贈も多く、本当にありがとうございまし
た。野良猫を減らすＴＮＲ活動は、地域住民とボランティア、行
政が協力して進
めることが大切
です。

生活環境安全課 945-4688

835-8088（ネコの会事務局 国吉）
よなばるネコの会（ボランティア団体）

お
問
い
合
わ
せ

お問い合わせ 消防試験研究センター沖縄県支部 941-5201

／①6月7日（日）②6月14日（日）
／①琉球大学、②沖縄工業高等専門学校、
　　那覇工業高等学校 ほか
／甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種
／①4月28日（火）～5月7日（木）、
　②5月7日（木）～5月14日（木）
／各消防本部予防課　ほか

※電子申請できます
詳しくは▶www.shoubo-shiken.or.jp

危険物取扱者試験
試 験 日
試 験 会 場

試験の種類
受 付 期 間

願書配布先

▶
▶

▶
▶

▶

4月・5月の無料法律相談 無料

お問い合わせ 総務課 945-2201

日

場
申

4月17日（金） 13：00～16：00 
5月15日（金） 13：00～16：00
町社会福祉センター
電話予約 ※受付順で時間指定、1人20分以内

▶法律事務所／弁護士法人当山法律事務所（所属弁護士）

　交通事故・土地問題・ヤミ金融・多重債務・相続遺言・家庭
問題など法律的な問題や疑問について弁護士が無料で相談
をお受けします。事前予約制です。

男
女
計
世帯数

（  －   ）4
（  －   ）8
（－     ）12
（  －   ）6

9,714
10,177
19,981
9,123

※カッコ内は前月比
人口・世帯（1月末現在）
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納付期限

与那原町発足（1949）

清明 琉球古典音楽家・
宮城嗣長没（1944）

旧2月14日 旧2月15日 旧2月17日旧2月16日313029 1 2 3 4

23212019 22 24 25

3029 1 2

先負 仏滅

先負 仏滅

先負

先負

仏滅

仏滅

赤口大安

旧2月26日 旧2月27日 旧2月28日 旧2月29日旧2月25日 旧3月1日 旧3月2日12 161413 15 17 18

友引

先負 仏滅

先勝

赤口大安

旧2月19日 旧2月20日 旧2月21日 旧2月22日旧2月18日 旧2月23日 旧2月24日96 7 8 10 115

町 の 主 な 行 事4月

● 普及率（人口ベース）
● 使用可能人口
● 使用人口
● 使用人口率

（±   　  ）
（＋   　  ）
（－   　  ）
（－   　  ）

88.1％
17,511人
13,495人
77.1％

0.0

0.3

5
57

● 接続人口率
●使用可能世帯数
● 使用世帯数
● 使用世帯率

（             ）
（     　   ）
（ 　       ）
（－  　   ）

67.9％
7,937件
5,884件
74.1％

  0.3

0.2

2
16

公共下水道普及状況（1月末現在） 

＋
－

－

10   月

友引 先負

大安 大安

仏滅

先勝

赤口

赤口

大安

旧3月9日旧3月4日 旧3月5日 旧3月6日 旧3月7日旧3月3日 旧3月8日

昭和の日

穀雨

土用入（春）

島ヤサイの日

琉球古典音楽家・
仲泊兼蒲没（1945）

サンフランシスコ
講和条約発効

282726 赤口

友引

友引

先勝

先勝
旧3月11日 旧3月12日 旧3月13日 旧3月14日旧3月10日

日 月 火 水 木 金 土

南部広域行政組合 東部環境美化センターからのお知らせ
可燃ごみの搬入量・一人平均排出量

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町
 計  

市町名 前月比（%） 1日平均2   月1   月
322 
618 
781 
518 

2,239 

368 
699 
895 
585 
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お問い合わせ 南部広域行政組合 東部環境美化センター 946-3014

　東部環境美化センターへの可燃ごみ搬入量及び1人1日平均排出量は下記
表の通りです。「与那原町第5次総合計画」において、町民1人1日平均排出量の
目標値を700ｇとしています。引き続きごみの減量化にご協力をお願いします。

●阿知利保育所入園式
●1歳6か月児健診
（上の森かなちホール）

●2歳児歯科検診
（上の森かなちホール）

●７か月児健康相談
（上の森かなちホール）

●マタニティスクール
（上の森かなちホール）

●３歳児健診
（上の森かなちホール）

●こいのぼり掲揚開始
予定（東浜橋周辺）

●町立小中学校始業式

●町立幼稚園入園進級式

●与那原町長選挙

●町立小中学校入学式

●乳児一般健診
（上の森かなちホール）

●春の全国交通安全
運動～4/15

●図書館休館日

●与那原町長選挙告示日
●無料法律相談
（町社会福祉センター）●図書館休館日

●図書館休館日

●図書館休館日●図書館休館日

●図書館休館日 固定資産税第1期
固定資産税第1期口座振替

進級・進学・就職・異動など新たな
門出の時期ですね。健診などを活
用してご自身のカラダと向き合い、
この１年、心身ともに健やかに過ご
していきましょう（金城）

町の公式LINEのメニュー画面が
リニューアルして、より使いやすく
便利になりました。暮らしに役立つ
情報を逃さずチェックできるよう、
ぜひ活用してくださいね（徳）

編集後記

合併処理浄化槽を設置
している建物

単独処理浄化槽または汲み取り
式便所を設置している建物
工事費が10万円以上の場合は

10万円（上限）
工事費が10万円未満の場合は

工事にかかった費用

工事費が5万円以上の場合は
5万円（上限）

工事費が5万円未満の場合は
工事にかかった費用

下水道接続工事に補助金が受けられます
浄化槽から下水道への切り替えは今がチャンス！
　敷地内の排水設備工事（下水道接続工事）に補助金を助
成する制度（公共下水道接続推進事業補助金交付制度）が
今年度も国の沖縄振興公共投資交付金
を活用して始まっています。表に記載さ
れている建物が補助金の助成対象です。
※新築の建物の工事は除きます

浜下り

さとうきびの日

旧

二月ウマチー旧
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期間 日 日程 時 時間 場 場所 講 講師 対 対象期 定定員 費費用 申 申し込み

information お 知らせ

戸籍のフリガナの確認はお済みですか？

お問い合わせ 945-2072住民課

　昨年５月以降、本籍地の市区町村から「戸籍に記載され
るフリガナの通知書」が送付されています。通知されたフリガ
ナが誤っている場合、令和８年５月25日まで
に届出をお願いします。※正しい場合は届出
不要です。
詳細は法務省ホームページをご確認ください▶

5月10日（日） 8:00～13:00予定日
町内各地場

4月6日（月）～10日（金）募集期間
申し込みは
こちらから▶

与那原町戦跡めぐり

お問い合わせ・お申し込み 945-2201総務課

　町内の戦跡や沖縄戦に関係する場所をめぐり、戦争の本
質や平和について考えるツアーを実施します。参加費は無料
です。先着順となりますのでお早めにお申し込みください。
※雨天などの事情により、内容を変更する場合があります。

与那原うんたま森合唱団　定期演奏会

お問い合わせ 090-8799-4355（小波津）与那原うんたま森合唱団

うんたま森の音楽会

4月5日（日）
 開場14:00 開演14:30

日

上の森かなちホール場
一般500円、高校生以下無料料

　第1部では合唱祭やヴォーカルアンサンブルコンテスト
で披露した楽曲を、第2部ではゲストやピアニストによるソロ
演奏を、第3部では思わず口ずさみたくなる親しみのある
楽曲などをお届けする予定です。
　春の午後、世代を問わずお楽しみいただける音楽のひと
ときをお届けします。

昨年の演奏会の様子

2月のTNRは5頭 さくらねこ事業報告

江口2頭板良敷3頭
　TNR活動を続け、ひところに
比べて捕獲数は半減しました
が、最近新たに10頭が繁殖した
場所もあり、まだ気はゆるめら
れません。子猫が生後2カ月頃
になると母猫は手術ができます。気になる猫を見かけた方は
早めに情報をお寄せください。また猫は交尾をするとほぼ
100％妊娠し、約60日で出産します。「産ませない・増やさな
い」ためにも、皆さまのご協力を願いします。
　２月17日～22日まで開催した「222猫の日展」には多くの
方が来場され、熱心にパネルをご覧いただきました。餌やりさ
んマップでは、日々自費で餌やりを続けている60数名の方
がいることに驚く声も多く、ＴＮＲ活動への理解が広がりまし
た。キャットフードの寄贈も多く、本当にありがとうございまし
た。野良猫を減らすＴＮＲ活動は、地域住民とボランティア、行
政が協力して進
めることが大切
です。

生活環境安全課 945-4688

835-8088（ネコの会事務局 国吉）
よなばるネコの会（ボランティア団体）

お
問
い
合
わ
せ

お問い合わせ 消防試験研究センター沖縄県支部 941-5201

／①6月7日（日）②6月14日（日）
／①琉球大学、②沖縄工業高等専門学校、
　　那覇工業高等学校 ほか
／甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種
／①4月28日（火）～5月7日（木）、
　②5月7日（木）～5月14日（木）
／各消防本部予防課　ほか

※電子申請できます
詳しくは▶www.shoubo-shiken.or.jp

危険物取扱者試験
試 験 日
試 験 会 場

試験の種類
受 付 期 間

願書配布先

▶
▶

▶
▶

▶

4月・5月の無料法律相談 無料

お問い合わせ 総務課 945-2201

日

場
申

4月17日（金） 13：00～16：00 
5月15日（金） 13：00～16：00
町社会福祉センター
電話予約 ※受付順で時間指定、1人20分以内

▶法律事務所／弁護士法人当山法律事務所（所属弁護士）

　交通事故・土地問題・ヤミ金融・多重債務・相続遺言・家庭
問題など法律的な問題や疑問について弁護士が無料で相談
をお受けします。事前予約制です。

男
女
計
世帯数

（  －   ）4
（  －   ）8
（－     ）12
（  －   ）6

9,714
10,177
19,981
9,123

※カッコ内は前月比
人口・世帯（1月末現在）
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納付期限

与那原町発足（1949）

清明 琉球古典音楽家・
宮城嗣長没（1944）

旧2月14日 旧2月15日 旧2月17日旧2月16日313029 1 2 3 4

23212019 22 24 25

3029 1 2

先負 仏滅

先負 仏滅

先負

先負

仏滅

仏滅

赤口大安

旧2月26日 旧2月27日 旧2月28日 旧2月29日旧2月25日 旧3月1日 旧3月2日12 161413 15 17 18

友引

先負 仏滅

先勝

赤口大安

旧2月19日 旧2月20日 旧2月21日 旧2月22日旧2月18日 旧2月23日 旧2月24日96 7 8 10 115

町 の 主 な 行 事4月

● 普及率（人口ベース）
● 使用可能人口
● 使用人口
● 使用人口率

（±   　  ）
（＋   　  ）
（－   　  ）
（－   　  ）

88.1％
17,511人
13,495人
77.1％

0.0

0.3

5
57

● 接続人口率
●使用可能世帯数
● 使用世帯数
● 使用世帯率

（             ）
（     　   ）
（ 　       ）
（－  　   ）

67.9％
7,937件
5,884件
74.1％

  0.3

0.2

2
16

公共下水道普及状況（1月末現在） 

＋
－

－

10   月

友引 先負

大安 大安

仏滅
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赤口

赤口

大安

旧3月9日旧3月4日 旧3月5日 旧3月6日 旧3月7日旧3月3日 旧3月8日

昭和の日

穀雨

土用入（春）

島ヤサイの日

琉球古典音楽家・
仲泊兼蒲没（1945）

サンフランシスコ
講和条約発効

282726 赤口

友引

友引

先勝

先勝
旧3月11日 旧3月12日 旧3月13日 旧3月14日旧3月10日

日 月 火 水 木 金 土

南部広域行政組合 東部環境美化センターからのお知らせ
可燃ごみの搬入量・一人平均排出量

与那原町
西 原 町
南 城 市
八重瀬町
 計  

市町名 前月比（%） 1日平均2   月1   月
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お問い合わせ 南部広域行政組合 東部環境美化センター 946-3014

　東部環境美化センターへの可燃ごみ搬入量及び1人1日平均排出量は下記
表の通りです。「与那原町第5次総合計画」において、町民1人1日平均排出量の
目標値を700ｇとしています。引き続きごみの減量化にご協力をお願いします。

●阿知利保育所入園式
●1歳6か月児健診
（上の森かなちホール）

●2歳児歯科検診
（上の森かなちホール）

●７か月児健康相談
（上の森かなちホール）

●マタニティスクール
（上の森かなちホール）

●３歳児健診
（上の森かなちホール）

●こいのぼり掲揚開始
予定（東浜橋周辺）

●町立小中学校始業式

●町立幼稚園入園進級式

●与那原町長選挙

●町立小中学校入学式

●乳児一般健診
（上の森かなちホール）

●春の全国交通安全
運動～4/15

●図書館休館日

●与那原町長選挙告示日
●無料法律相談
（町社会福祉センター）●図書館休館日

●図書館休館日

●図書館休館日●図書館休館日

●図書館休館日 固定資産税第1期
固定資産税第1期口座振替

進級・進学・就職・異動など新たな
門出の時期ですね。健診などを活
用してご自身のカラダと向き合い、
この１年、心身ともに健やかに過ご
していきましょう（金城）

町の公式LINEのメニュー画面が
リニューアルして、より使いやすく
便利になりました。暮らしに役立つ
情報を逃さずチェックできるよう、
ぜひ活用してくださいね（徳）

編集後記

合併処理浄化槽を設置
している建物

単独処理浄化槽または汲み取り
式便所を設置している建物
工事費が10万円以上の場合は

10万円（上限）
工事費が10万円未満の場合は

工事にかかった費用

工事費が5万円以上の場合は
5万円（上限）

工事費が5万円未満の場合は
工事にかかった費用

下水道接続工事に補助金が受けられます
浄化槽から下水道への切り替えは今がチャンス！
　敷地内の排水設備工事（下水道接続工事）に補助金を助
成する制度（公共下水道接続推進事業補助金交付制度）が
今年度も国の沖縄振興公共投資交付金
を活用して始まっています。表に記載さ
れている建物が補助金の助成対象です。
※新築の建物の工事は除きます

浜下り

さとうきびの日

旧

二月ウマチー旧
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相続税対策と生前贈与の問題は専門家へ

東幸司税理士事務所
無　料
相　談

まずはお気軽に！
ご相談お問合せ 098-917-0849
〒901-1302 与那原町字上与那原 372-1

↓相続・遺言に関することはこちらをチェック↓

相続・遺言おきなわ.com
http://souzokuigon-okinawa.com/

相続・遺言のお悩み解決します
~相続・遺言の相談は初回無料です~

与那原町字東浜２３番地２
（ローソン与那原東浜店となり）

←QRコードか
「相続 遺言 きゃん」
で検索してアクセス

営業時間
平日AM9:00～PM5:30TEL 882-8177

司法書士法人

お気軽にご相談ください。  （要予約）

院   長   山 里  將 浩  
与那原中央病院
医療法人 和の会

沖縄県島尻群与那原町字与那原2905番地
TEL 098-945-8101
URL https://www.ycb.or.jp/

与那原町東浜88-1
東浜・与那古浜公園向い

地域
施工実

績地域
施工実

績

沖縄県知事許可（般-2）第14289号
総合塗装・防水・改修工事

本　社　: 与那原町字東浜62-33
営業所 : 与那原町字与那原 2662

090-9656-8006090-9656-8006
社長

20％補助金額
工事費用の 20最

高 万
令和６年
５月１日～

日本英語検定協会奨励賞
9年連続受賞

国･私立中高受験指導
県立上位進学校受験指導

マリンタウン東浜本校
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